
• 

• 

• 

• 

• 

午
後
丘
時
ま
で
。
出
品
物
の

搬
入
は
瓦
日
正
午
か
ら
六
日

午
後
八
時
ま
で
で
、
六
日
午

後
か
ら
展
示
状
況
に
つ
い
て

シ
ョ
ー
笑
わ
安
員
会

(
日
南

香
実
行
委
員
長
)
が
チ

ェ
ッ

ク
し
、
出
口
問
機
の
電
気
用
品

取
締
法
関
係
を
J
A
M
M
A

の
屯
取
法
対
策
委
員
会

(福

田
哲
夫
委
員
長
)
が
、
ま
た

賭
闘
機
関
係
を
健
全
娯
楽
推

進
安
員
会

(
岡
凶
和
生
委
員

長
)
が
そ
れ
ぞ
れ
検
査
を
行

な
う
。
そ
し
て
出
品
で
き
な

い
機
椅
を
展
ボ
し
て
い
た
場

合
は
搬
去
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
る
。
開
会
式
は
初
日
の

開
場
直
前
に
、
例
年
ど
お
り

闘
か
れ
る
。

の
具
体
的
な
手
続
き
は
省
令

で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
る
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
著
作
物
の
複

製
物
を
マ

イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム

に
複
製
す
る
、
と
い
う
の
は
、

磁
気
テ
ー
プ
に
収
録
さ
れ
る

デ
ジ
タ

ル
信
号
を
自
に
見
、え

る
形
に
す
る
た
め
の
も
の
で
、

具
体
的
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
自

体
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、

そ
の
プ
リ
ン
ト
を
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
収
録
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
磁
気
テ

l
プ
に

収
録
し
た
著
作
物
の
内
容
を

確
認
す
る
た
め
作
ら
れ
る
。

な
お
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
原

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

を
記
載
し
た
書
類
の
交
付
を

す
る
場
合
の
手
数
料
は
、

一

通
に
つ
き
千
円
と
定
め
ら
れ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
自
体
の
手

数
料
は
一
件
に
つ
き
二
万
円

と
定
め
ら
れ
た
。

な
お
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
は
、

こ
の

H

登
録
特
例
法
。
の
手

続
き
で
登
録
し
な
け
れ
ば
保

護
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
を
払
う
注
意
が

あ
る
。

た
だ
こ
の
登
録
手
続

き
を
も
と
に
、
刑
事
/
民
事

で
法
的
手
続
き
を
進
め
る
場

合
は
か
な
り
有
効
に
な
る
。

従
っ
て
長
期
的
に
利
用
さ
れ

か
つ
無
断
コ
ピ
ー
さ
れ
た
り

し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
著
作

物
は
、
登
録
し
て
お
い
た
ほ

う
が
後
の
法
的
手
続
き
に
と

っ
て
は
便
利
と
な
る
。

T
V
ゲ
ー
ム
の
著
作
権
に

つ
い
て
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物

と
し
て
、
ま
た
映
画
の
著
作

物
と
し
て
、
す
で
に
法
的
に

確
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

無
断
で
コ
ピ
ー
し
た
り
、
ぷ
品

録
H

の
有
無
と
は
関
係
な
く
、

販
売
、
使
用
し
た
り
す
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
違

反
し
た
場
合
は
刑
事
/
民
事

め
両
面
か
ら
責
任
を
追
及
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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東
京

T
R
C
で

刊
月
7
日
|

8
日、

第

M
回
A
M
シ
ョ

i
、

主主i甜3∞問

「
健
全
な
娯
山
本
/
明
る
い

社
会
」
を
テ
ー
マ
に
第
鈍
回

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

シ
ョ
ー
が
、
十
月
七
日
か
ら

一
一日
問
、
東
京

・
平
和
島

の

東
京
流
通
セ
ン
タ
ー

(T
R

C
)
で
J
A
M
M
A
/
J

A

P
E
A
A
--ハ
催
に
よ
り
開
か
れ

る
。
昨
年
の

A

M
シ
ョ

ー
は

新
風
営
法
随
行
後
初
の
シ

ョ

ー
と
い
う
こ
と
で
、
同
法
の

規
制
に
よ
る

A

M
業
界
の
低

迷
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も

の
と
な
っ
た
が
、
同
法
施
行

後
二
回
目
と
な
る
今
回
の
シ

ョ
ー
は
、
同
法
の
規
制
下
に

あ
り
な
が
ら
さ
ら
に
健
全
発

展
を
め
だ
」
す
A

M
業
界
に
と

っ
て
、
今
後
の

A

M
機
の
閥

発
方
向
と
そ
の
展
開
が
問
わ

れ
る
シ
ョ
!
と
な
る
も
よ
う

で
、
十
分
期
待
さ
れ
る
。

今
回
で
五
回
目
と
な
る

T

R
C
の
展
示
会
場
は
、
従
来

ど
お
り
の
フ
ロ
ア
を
使
用
し
、

の
共
同
小
間
と
し
て
、
そ
の
出
展
社
に
は
胸
に
掲
示
す
る

展
ぷ
方
法
な
ど
は
セ
ガ
社

・

「
山
展
社
用
ネ
ー
ム
カ
ー
ド
」

小
形
武
徳
部
長
を
初
当
者
と

(赤
色
)
が
配
付
さ
れ
る
。

す
る
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
出
品
な
お
今
回
は
出
展
祉
を
紺
介

八
社
に

一
任
さ
れ
て
い
る
の
し
た
従
来
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
特
徴
。

ブ

ッ
ク

(有
料
)
は
作
ら
ず
、

一
般
入
場
者
は
第
二
会
場
簡
単
な
案
内
パ
ン
フ
レ

ッ
ト

一
階
の
入
り
口
に
設
け
ら
れ
を
無
料
で
入
場
時
に
手
渡
す

る
受
付
で
、
入
場
手
続
き
を
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

行
な
っ
た
後
、
第
二
会
場

一

同
シ

ョ
ー
の
開
催
時
間
は

階
か
ら
二
階
へ
進
み
、
連
絡

二
日
間
と
も
午
前
十
時
か
ら

通
路
を
通
っ
て
第
一
会
場
へ

入
る
と
い
う
順
路
を
と
る
こ

第

2
回

グ
合

同

パ

ー

テ

ィ

ー

u

は

と
に
な
る
。

初

日

の

夜

、

ホ

テ

ル

オ

i
ク
ラ
で

入
場
に
は

「
招
待
券
」
が

必
要
。

こ
れ
は

「
一
般
紹
待

A

M
シ
ョ

ー
初
日
の
夜
、

券
」

(
緑
色
)
と
「
官
公
庁
、
東
京

・
虎
ノ
門
の
ホ
テ
ル
オ

報
道
関
係
招
待
券
」
(背
色
)

|
ク
ラ
に
て

「
A

M
シ
ョ
ー

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
で
合
同
パ

ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か

一
人
の
み
有
効
と
な
っ
て

い

れ

る

。

こ
れ
は
シ
ョ

l
委
員

る
。

こ
の
「
招
待
券
」
は

各

会

(
中
村
雅
哉
委
員
長
)

の

出
展
祉
に
展
示
小
間
数
に
応
企
画
に
よ
り
、
シ
ョ

l
パ
|

じ
た
枚
数
が
配
付
さ
れ
て
い
テ
ィ

l
運
営
委
員
会

(日
南

る
が
、
両
協
会
事
務
局
で
も
香
委
員
長
)
が
そ
の
運
営
に

取
り
扱

っ
て
い
る
。
ま

た

各

当

た

っ
て
い
る
。
昨
年
初
め

第

一
会
場
は
二
階
全
フ
ロ
ア

の
凶
千
四
百
七
十
三
平
方
灯
、

第
二
会
場
は

一
階
の
千
九
百

八
十
四
平
方
幻
と
二
階
の
千

九
百
八
寸
九
平
方
れ
あ
り
、

計
八
千
四
百
四
十
六
平
方

μ

(
四
百
九
寸
二
小
間
)
に
五

十
三
社
の
出
回
収
討
が

A

M
機

を
多
彩
に
展
開
す
る
。

会
場
は
展
示
内
容
に
よ

っ

て
ゾ

l
ン
区
分
さ
れ
、

①
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

i
ム
機

(他
の

三
つ
の
ゾ
|
ン
に
含
ま
れ
な

い
も
の
)
、
②

メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
、
③
乗
物
機

(
小
型
お

よ
び
遊
間
施
設
)
、
④
出
版

関
係
ー

ー
の
四
ゾ

l
ン
構
成
。

会
場
別
に
見
る
と
第
一
会
場

に
①
②
④
、
第
二
会
場

一
階

に
③
、
同
二
階
に
①

③
が
展

示
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
メ
ダ

ル
ゲ
ー
ム
機
ゾ

l
ン

(
三
寸

六
小
間
)
の
展
示
に
つ
い
て

は
従
来
と
異
な
り
、
同
ゾ
ー

ン
を
出
展
八
社
に
よ
る
一
つ

干530大阪市北区神山町ト16(山名ピル)tf06(314)0309 

大
手
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
出
展

て
試
み
た
と
こ
ろ

H

好
評
だ
小
間
数
の
多
い
出
展
社
が
運

っ
た
。
と
し
て
、
今
回
も
開
営
委
員
と
な

っ
て
い
る
。

催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
。

「
合
同
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は

こ
の
趣
旨
と
し
て
は
、

一
昨
前
回
と
同
じ
ホ
テ
ル
オ

l
ク

年
ま
で
A

M
シ
ョ
ー
に
伴
い
ラ
「
平
安
の
問
」
で
、
午
後

各
大
手
メ
ー
カ
ー
が
単
独
で

六
時
半
か
ら
八
時
半
ま
で
開

聞
い
て
い
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
か
れ
、

J
A
M
M
A
と
J

A

を
一
本
化
し
、
そ
の
賀
用
の

P
E
A
が
後
援
す
る
。

入
場

絞
減
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
に
は
パ

ー
テ
ィ
ー
券

(
一
枚

一
名
で
一
万
三
千
同
)
が
必

要
。

こ
の
パ

ー
テ
ィ
ー
券
は

今
固
め
シ
ョ

ー
出
展
社
に
限

定
し
て
版
売
さ
れ
、
出
展
社

が
購
入
し
た
券
を
そ
れ
ぞ
れ

の
顧
客
に
進
呈
す
る
と
い
う

方
式
に
な
っ
て
い
る
。
同
運

営
委
員
会
で
は
、
千
百
枚
の

パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
申
し
込
み

を
予
定
し
て
い
る
。

赤木真;畳編集・発行人アミューズメント通信社

ュ
l

l

・9

口
.グ
ラ
ム
の
著
作
物

登
録
料
2
万
円
な
ど
決
定

す は
。自

ず i

と
限
度
が
あ

ま

小
社
は
、
本
紙
「
ゲ
ー

ム
マ
シ
ン
」
の
年
間
購
読

料
を
十
一

月
一
日
号

(
第

2
9
5
号
)
を
も
っ
て
、

九
千
六
百
円

(
現
行
七
千

二
百
円
)
に
改
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
に

よ
り
一
部
定
価
は
四
百
円

(
現
行
三
百
問
)
と
な
り

ま
す
。

本
紙
の
前
固
め
購
読
料

改
定
は
、
昭
和
五
十

一
年

一
月
十
五
日
号
(
第

4
，o

号
)
で
す
か
ら
、
笑
に
十

年
十
ヵ
月
間
と

い
う
長
期

間
に
わ
た
り
、
厳
し
い
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
懸

命
に
購
読
料
据
え
置
き
に

そ
安
く
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
十

年
十
ヵ
月
間
も
購
読
料
を

据
え
置
く
の
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る

努
力
し
て
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

お
金
儲
け
が
下
手
だ
、

と
言
わ
れ
る
な
ら
そ
う
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
本
紙
の
購
読
者
に

発行所

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

読
者
の
み
な
さ
ま
に
ご
負

担
を
お
か
け
す
る
の
は
、

ま
こ
と
に
心
苦
し

い
こ
と

で
す
が
、
上
記
の
と
お
り

本
紙
購
読
料
の
値
上
げ
に

踏
み
切
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
分
り
や
す
く
、
正
確

で
、
速
や
か
な
報
道
を
目

標
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
期

待
に
添
う
べ
く
、
さ
ら
に

鋭
意
努
力
し
て
い
く
決
意

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
理
解

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。社

主
敬
白

アミューズメント通信
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毎月 2闘(1 B -15日)発行 l昭和56年10月17日第3総郵{起物認可

磁
気
テ

i
プ
に
よ
る
原
簿
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
活
用

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
・

プ
ロ

グ
ラ
ム
の
務
作
物
の
登
録
に

つ
い
て
、

「
登
録
原
簿
」
は

磁
気
テ
ー
プ
に
し
、
そ
の
ハ

ー
ド
コ
ピ
ー
に
当
た
る

「
複

製
物
」
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
に
収
め
る
ー
ー

な
ど
を
探

り
込
ん
だ

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例

に
関
す
る
法
律
地
行
令
」
が

八
月
二
十
九
日
に
公
布
さ
れ

た
。
法
律
が
、
登
報
機
関
に

閥
わ
る
部
分
に
つ
い
で
は
こ

の
十
月
一
日
施
行
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
六
十
二
年
四
月

一
日
に
施
行
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
施
行
令
も
一
部

を
除
き
来
春
施
行
と
な
る
。

同
法
律
の
あ
ら
ま
し
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
著
作
物
に
関
し

て
、
①
磁
気
テ
ー
プ
な
ど
に

よ
る
登
録
原
簿
で
著
作
権
登

録
が
で
き
る
、
②
登
録
申
請

者
に
は
著
作
物
の
複
製
物
を

提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
、
③
第
一
公
表
年
月

日
な
ど
の
登
録
を
併
せ
て
行

な
う
、
④
こ
れ
ら
の
登
録
事

務
は
文
化
庁
の
指
定
す
る
指

定
登
録
機
関
が
行
な
う
、
⑤

守
秘
義
務
そ
の
他
登
録
の
実

務
に
関
す
る
規
定
ー
ー

な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
公
布
さ
れ
た
砲

行
令
は
、
法
律
で
定
め
る
手

続
き
な
ど
を
さ
ら
に
具
体
的

に
定
め
た
も
の
。
う
ち
登
録

原
簿
は
磁
気
テ
ー
プ
で
作
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

川
年
刊
ヵ
月
ぶ
り
に
日
月
か
ら

一
売
キ
ヤ

一4
4

一見
場
加
1
1
r

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
通
信
社

n0.293 
98叶0/1

は
で
き
る
限
り
低
価
格
で

本
紙
を
配
送
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
の
が
本
心
で

す
。
笑
際
A

M
業
界
で
購

読
者
が
最
も
多
い
、
と
さ

れ
る
の
も
、
多
い
か
ら
こ

経
費
は
毎
年
増
、ぇ
続
け
、

こ
れ
ら
は
経
営
を
次
第
に

圧
迫
し
て
い
く
ば
か
り
で

す
。
当
然
な
が
ら
、
そ
れ

な
り
の
経
営
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
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竣工

総合ソフトウェア企業を強調

第三純郵i便物認可

「ソフト開発ヒ、ルJ

菱川会長、

~~Jレ

コナミ工業の

ンシ

コ
ナ
ミ
工
業
側
(
本
社
神

マ
一
戸
、上
月
景
正
社
長
)
で
は
、

.
L
同
社
本
社
と
開
発
部
門
が
入

i
一
る
新
本
社
ピ
ル
「
コ
ナ
ミ
ソ

一一

フ
ト
開
発
ビ
ル
」
が
こ
の
ほ

し-一

ど
完
成
、
八
月
二
十
二
日
に

今
一

同
ビ
ル
で
竣
工
披
露
パ

l
テ

ィ
ー
を
盛
大
に
行
な
っ
た
。

ま
た
こ
れ
を
機
に
同
社
C
I

(
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
統
こ

を
決
め
、
新
し
い
社
作
品
な
ど

を
発
表
し
た
。

同
ビ
ル
は
神
戸
ポ
ー
ト
ア

晴フソ
『

『

第293号1986年 10月1日

• • 

《
下
の
写
真
》

よ
側
左
か
ら
、
ヵ
ワ
ク
ス
川
崎
欄
社
長、

セ
ガ
社
中
山

社
長
、
コ
ナ
ミ
工
業
上
月
社
長、

ナ
ム
コ
中
村
社
長
、
J
A
M
M
A
日
南

専
務
。
下
側
左
か
ら
、
米
国
コ
ナ
ミ
社
ベ
ン
・
ハ

i
レ
ル
従
長
、
英
国
エ

レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社
ス
タ
ジ

i
デ
ス
社
長
、
セ
ガ
社
中
山
社
長
、

デ
ー
タ

イ
ー
ス
ト
機
山
部
長

イ
ラ
ン
ド
内
で
昨
年
二
月
か

ら
建
設
を
進
め
て
い
た
も
の

で
、
敷
地
面
積
二
千
八
百
三

十
平
方
幻
の
う
ち
千
百
三
寸

平
方
幻
に
建
て
ら
れ
た
地
下

一
階
地
上
十
階
建
て
の
白
貨

の
ビ
ル
。
こ
の
ビ
ル
は
同
社

が
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ

ル
。
と
し
て
高
度
情
報
化
社

会
に
対
応
で
き
る
よ
う
設
計

し
た
も
の
で
、
ビ
ル
全
体
に

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ

ー
-
ケ
ー

ブ
ル
を
埋
め
込
み
、
各
フ
ロ

ア
に
六
十
句
間
隔
で
網
目
状

に
デ

i
タ
周
ダ
ク
ト
を
配
置
、

ど
こ
に
で
も
デ
ー
タ
機
器
を

設
置
で
き
る
な
ど
、
情
報
通

信
機
能
を
高
め
る
た
め
の
工

失
が
施
さ
れ
、
各
種
デ
ー
タ
も
約
三
百
名
、
合
わ
せ
て
約

機
器
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
六
百
名
が
集
ま
っ
た
。

図
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
午
前
の
部
で
は
菱
川
文
符

ま
た
同
ビ
ル
に
は
仮
眠
施
設
会
長
の
挨
拶
、
宮
崎
辰
維
神

や
サ
ウ
ナ
室
、
ア
ス
レ
チ
ツ
戸
市
長
お
よ
び
三
木
真
一
兵

ク
ジ
ム
な
ど
も
備
え
、
ソ
フ
庫
県
副
知
事
の
祝
辞
な
ど
が

ト
開
発
者
の
た
め
に
望
ま
し
あ
っ
た
。

い
環
境
を
考
慮
し
て
い
る
ほ
午
後
の
部
は
映
像
に
よ
る

か
、
一
階
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
同
社
イ
メ
ー
ジ
の

P
R
が
あ

ペ
i
ス
と
し
て
市
民
に
開
放
っ
た
後
、菱
川
会
長
が
後
拶
。

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

開
会
長
は
、
上
月
社
長
が
同

披
露
パ

ー
テ
ィ
ー
は
、
官
杜
を
創
業
し
て
以
来
十
八
年

公
庁
や
金
融
機
関
の
関
係
者
を
経
た
今
、
四
つ
の

一
0
0

を
中
心
に
招
い
た
午
前
の
部
%
出
資
子
会
社
(
東
京
、
米

と
、
A
M
業
界
の
メ
ー
カ
ー

国
、
英
国
、
西
独
)
を
持
ち
、

や
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
|

資
本
金
五
十
二
億
円
と
な
り
、

ら
業
者
、
玩
異
業
界
関
係
者
子
会
社
を
含
め
四
百
人
の
社

な
ど
を
招
い
た
午
後
の
部
に
員
を
擁
す
る
よ
う
に
な
っ
た

分
け
て
行
な
わ
れ
、
い
ず
れ
と
現
況
を
説
明
し
、
新
ビ
ル

L 
通産省の近議隆彦課長

仇
同

砂
一

3
G
J
11
一

4
・
司
ナ

ιA. 
写真よはワインシャワーのようす。下は新本社ビル
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カ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
問
題
で

開
閉
嗣
目

が
釈
明

A
O
U
第
4
回
理
事
会
、

第三緩郵便物認可

全
日
本
ア
ミ
ュ

l
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

連
合
会
(
事
務
局
東
京
、
中

西
昭
雄
会
長
、

A
O
U
)
で

は
八
月
二
十
七
日
、
京
都
の

京
都
タ
ワ

i
ホ
テ
ル
で
第
五

回
理
事
会
を
附
き
、
い
わ
ゆ

る
「
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
問

題
に
つ
い
て
中
西
会
長
が
手

続
き
ミ
ス
に
つ
い
て
釈
明
、

陳
謝
し
て
了
承
さ
れ
た
う
、
え

で
、
改
め
て

「
カ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
特
別
委
員
会
」
を
設
け

る
こ
と
を
決
め
た
。

「
カ
!
ド
シ
ス
テ
ム
」
問

題
に
伴
な
う
中
西
会
長
の
釈

明
は
、
駒
井
副
会
長
が
議
長

と
な
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
中

西
会
長
は
「
理
事
会
に
事
前

お
よ
び
事
後
で
も
象
認
い
た

だ
か
な
い
ま
ま
勝
手
に
手
続

き
を
進
め
た
こ
と
を
お
詫
び

し
た
い

」
と
し
、
「
従
来
か

ら
現
金
を
扱
う
業
務
に
手
を

焼
い
て
き
た
が
、
最
近
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
l
ド
が
普
及
し
始

め
た
。
警
察
庁
と
健
全
化
な

ど
意
見
交
換
し
て
い
る
な
か

で
、
七
号
営
業
か
ら
カ

l
ド

シ
ス
テ
ム
導
入
の
陳
情
が
出

て
い
る
の
で
八
号
営
業
で
も
、

と
い
う
話
に
な
っ
た
。
警
察

号一

庁
内
の
異
動
も
あ
り
、
急
ぎ

幻一

三
月
二
十
五
日
に
陳
情
し
た
。

2
一
副
会
長
に
も
相
談
し
な
か
っ

第一

た
。
今
後
は
十
分
注
意
し
た

日一

い
」
と
述
べ
た
。

1
一

こ
れ
に
関
連
し
て
駒
井
氏

月一

が、

J
A
M
M
A
か
ら
の
質

問一

間
舎
に
つ
い
て
「
法
律
の
正

年
一

し
い
運
用
を
考
え
る
委
員
会
」

ゆ
一

(
駒
井
委
員
長
)
を
中
心
に

釦
一

し
て
検
討
、
駒
井
氏
が
作
成

1
一
し
中
西
会
長
が
回
答
書
を
提

一
出
し
た
、
と
補
足
説
明
し
た
。

と
り
あ
え
ず
中
西
会
長
の
釈

明
、
陳
謝
に
つ
い
て
は
拍
手

ゲームマシン( 3 ) 

改
め
て

「特
別
委
」

を
設
け
る

で
7
象
さ
れ
た
。

次
に
中
西
氏
が
議
長
と
な

っ
て
議
事
を
進
め
、
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
問
題
を
ど
う
扱
う

か
で
意
見
が
続
出
し
た
。

J

A
M
M
A
か
ら
の
質
問
哲
に

対
し
て
回
答
す
る
た
め
闘
か

れ
た
七
月
二
十
三
日
の
会
合

(
あ
る
い
は
委
員
会
)
は
、

「あ
わ
て
て
作
っ
た
も
の
」

(中
西
会
長
)
、
「
な
か

っ

た
よ
う
な
も
の
」

(
梅
原
副

会
長
)
と
さ
れ
た
が
、
執
行

部
原
案
と
し
て
は
「
法
律
の

正
し
い
運
用
委
」
(
駒
井
委

員
長
)
の
中
に

「カ

i
ド
シ

ス
テ
ム
特
別
委
」
を
設
け
る

こ
と
に
し
た
と
こ
ろ

6
対

ロ
の
多
数
決
で
原
案
を
否
決
。

改
め
て

「
カ
l
ド
シ
ス
テ
ム

特
別
委
員
会
」
(
梅
原
委
員

長
)
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
問
委
員
に
は
駒
井
氏
、

真
鍋
氏
、
段
氏
の
ほ
か
三
名

、

、
〆

清

ん

U
V
一

に
つ
い
て
ご
高
度
情
報
化
社

会
の
人
間
生
活
に
役
立
ち
た

い
と
考
え
、
総
合
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
企
業
を
目
指
し
て
い
る

当
社
で
は
、
そ
れ
を
果
た
す

べ
き
拠
点
が
欲
し
か

っ
た
。

こ
れ
は
上
月
社
長
の
長
年
の

夢
で
も
あ
っ
た
が
、
今
回
そ

の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際

都
市
神
戸
に
土
地
を
求
め
、

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
と

し
て
笑
現
を
見
た
、
今
後
は

ハ
イ
テ
ク
と
セ
ン
ス
の
結
合

を
図
り
、
新
し
い
価
値
を
求

め
な
が
ら
、

二
十

一
世
紀
の

社
会
に
対
応
で
き
る
強
靭
な

企
業
作
り
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ

、
創
業
社
長
の

上
月
社
長
を
「
末
長
く
よ
ろ

し
く
」
と
改
め
て
紹
介
し
た
。

技
術
だ
け
を
売
っ
た
り
請
け

負
い
を
し
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
業
者
が
大
部
分
と
い
う

の
が
実
情
。
ま
た
売
り
上
げ

商
で
も
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
比

べ
る
と
ま
だ
十
分
の
一
に
す

ぎ
な
い
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

時
代
と
な
る
に
は
、
技
術
力

と
と
も
に
人
聞
の
質
、
業
界

レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
ハ

ー
ド

ウ
ェ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う

に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
意
味
で
コ
ナ
ミ
の
よ
う
な

企
業
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
し
て

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
の
脊
起

を
促
し
た
。

こ
こ
で
上
月
社
長
、
A

M

業
界
か
ら
附
カ
ワ
ク
ス
の
川

楠
俊
太
郎
社
長
、
玩
具
業
界

か
ら
鮒
ヤ
マ
グ
チ
の
広
瀬
清

社
長
め
三
氏
が
代
表
し
て
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
積
み
上
げ

た
グ
ラ
ス
の
上
か
ら
ワ
イ
ン

を
注
ぐ

H

ワ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー

の
セ
レ
モ
ニ

ー
か
を
行
な
い
、

乾
杯
に
移
っ
た
。
乾
杯
の
音

頭
を
と
っ
た
通
産
省
機
械
情

報
産
業
局
情
報
処
理
振
興
課

の
近
藤
隆
彦
課
長
は

「
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
企
業
自
体
が
背
負

っ
て
立
つ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

時
代
が
到
来
す
る
こ
と
を
望

む
」
と
語
っ
た
。

コ
ナ
ミ
の

C
I
に
つ
い
て

c
lに
基
づ
く
パ
タ
ー
ン
発
表

コ
ナ
ミ
(
東
京
・
大
阪
)
も
移
転

次
に
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
マ
シ
ン
工
業
協
会

(
J

A
M
M
A
)
の
中
村
雅
裁
会

長
が
、
同
ビ
ル
の
設
計
、
設

備
面
を
た
た
え
た
後
、
「
私

が
A

M
機
に
三
十
年
間
携
わ

っ
て
き
た
中
で
、
A

M
機
に

い
く
つ
か
の
危
機
が
あ
っ
た
。

そ
の
最
も
大
き
な
も
の
は
コ

ピ
|
問
題
で
、
業
界
を
挙
げ

て
対
応
し
て
い
た
時
、
と
くKONAMI 

発
表
さ
れ
た
新
し
い

C
I
パ
タ
ー
ン

の
計
七
名
と
す
る
こ
と
が
了

象
さ
れ
た
。

新
し
く
委
員
会
を
設
け
た

の
は
、「
メ
ー
カ
ー
で
な
い
中

立
的
な
人
を
委
員
長
と
す
べ

き
だ
」
(
祭
理
事
)
な
ど
の

意
見
に
よ
る
も
の
。
ギ
ャ
ン

ブ
ル
マ
シ
ン
と
の
結
び
つ
き

を
懸
念
す
る
意
見
(
平
本
理

事
)
も
あ
り
、
慎
重
に
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

前
回
の
理
事
会
で
設
置
の

決
ま
っ
て
い
る
「
賭
問
機
械

対
策
委
員
会
」
(
仮
称
)
の

委
員
な
ら
び
に
委
員
長
が
次

の
と
お
り
決
ま
っ
た
。

委
員
長
1
峯
久
氏
。
委
員

H
H
佐
久
間
正
則
氏
、
大
野
圭

写真上はAOU第 5回理事会、下はO AO第14回理事会のよう す
-・・・ー自由園圃 曲目 l'  

森
武

雲務Z
i局
通

の

9
月
1
日
付
で
着
任
。

会
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

連
合
会
(
事
務
局
東
京
、

A

O
U
)
の
事
務
局
長
と
し
て
、

元
タ
イ
ト
ー
の
森
武
美
氏
が

九
月

一
日
付
で
就
任
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
事
務
局
運
営
を

委
託
さ
れ
て
き
た
東
京
都
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
T
A

M
O
A
、
筒
井
尚

一
事
務
局

員
)
か
ら
、
同
日
付
で
事
務

は
引
継
が
れ
た
が
、
事
務
所

自
体
は
共
同
で
使
用
し
て
い

武美氏森

く
も
よ
う
で
あ
る
。

森
武
美
氏
は
五
十
六
歳
。

昭
和
三
十
三
年
に
太
東
貿
易

側
(
現
側
タ
イ
ト

l
)
に
入

社
、
営
業
部
長
室
長
、
商
品

部
長
を
経
て
六
十
年
十
月
に

定
年
退
職
。
六
十
年
十
一
月

か
ら
今
年
凶
月
ま
で
日
本
物

産
制
常
務
取
締
役
を
務
め
た
の

同
氏
は
、
旧
J
A
A
(
全
日

本
遊
園
協
会
)
の
諸
活
動
に

関
し
て
、
タ
イ
ト
ー
か
ら
の

委
員
と
し
て
長
年
参
加
し
た

と
い
う
経
験
も
あ
り
、
協
会

活
動
に
明
る
い
こ
と
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
る
。

に
コ
ナ
ミ
は
敢
然
と
立
ち
向

か
っ
て

い
た
。
そ
の
姿
勢
に

励
ま
さ
れ
力
づ
け
ら
れ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
A
M
産

業
が
今
日
あ
る
の
は
、
そ
う

し
た
戦
い
を
経
て
得
た
成
果

だ
と
思
う
。
今
後
は
A
M
産

業
を
文
化
の
レ
ベ
ル
ま
で
高

め
て
い
く
こ
と
が
、
二
十
一

世
紀
に
向
か

っ
て
の
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る

と
考
、
え
る
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
日
本
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
!

・
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
協
会
の
清
水
洋
三
専

務
理
事
は

「
こ
れ
か
ら
は
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
時
代
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
商
品
と
し

て
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
消
費

者
に
売
る
企
業
は
少
な
く
、

• • 

一
氏
、
石
川
昭
雄
氏
、
松
田
会
費
の
件
、
ブ
ロ

ッ
ク
会
議

次
雄
氏
、
平
本
将
人
氏
、
児
の
新
設
な
ど
に
つ
い
て
提
案

玉
締
男
氏
(
委
員
七
名
)
。

が
あ
り
、
次
副
理
事
会
(
九

こ
れ
と
と
も
に
、
で
き
る
月
十
一
日
)
を
経
て
定
時
総

だ
け
全
理
事
が
な
に
か
の
委
会
(
十
月
七
日
)
へ
進
め
る

員
会
に
所
属
す
る
よ
う
梅
原
こ
と
に
な
っ
た
。
う
ち
会
費

氏
か
ら
提
案
が
あ
り
、
他
の
は
現
行
ど
お
り
と
す
る
こ
と

三
委
員
会
と
の
所
属
を
弱
調
が
了
添
さ
れ
て
い
る
。

整
し
た
。

以
上
の
ほ
か
、
未
加
入
や

A
O
U
事
務
局
長
に
森
武
未
組
織
の
県
に
つ
い
て
積
極

美
氏
を
迎
え
る
こ
と
が
泳
認
的
に
組
織
化
、
加
入
を
促
か

さ
れ
た
。

A
O
U
機
関
紙
に
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

つ
い
て
は
、
「
親
し
ま
れ
る
同
理
事
会
終
了
後
は
鴨
川

業
界
作
り
委
員
会
」
(
梅
原
べ
り
の
納
涼
懇
談
会
と
な
っ

委
員
長
)
が
発
行
責
任
を
負
た
。
な
お
同
理
事
会
は
東
京

い
、
年
間
百
五
十
方
向
程
度
以
外
で
聞
か
れ
る
初
め
て
の

の
官
用
で
作
成
す
る
な
ど
の
も
の
、
ま
た
最
近
加
入
の
四

原
案
を
提
出
、
示
認
さ
れ
た
。
固
か
ら
武
市
理
事
が
初
め
て

A
O
U
第
二
期
活
動
計
画
、
出
席
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

大
阪

A
M
O
P
協
第
刊
回
理
事
会

合
会
関
係
も

賭
博
対
策
で
は
直
接
通
報
呼
び
か
け
へ

大
阪
府
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

協
会

(事
務
局
大
阪
、
梅
原

裕
三
会
長
、
会
員
約
二
百
五

寸
社
、

O
A
O
)
で
は
八
月

一一寸
三
日
、
梅
田
の
東
阪
急

ビ
ル
で
第
十
四
回
理
事
会
を

聞
き
、

A
O
U
ス
テ
ッ
カ
ー

配
布
方
法
な
ど
の
ほ
か
、
A

O

U
理
事
会
(
二
十
七
日
)

の
議
案
に
対
す
る
O
A
O
と

し
て
の
意一
見
の
と
り
ま
と
め

な
ど
を
行
な
っ
た
。

役
員
異
動
は
セ
ガ
社
の
大

井
重
寿
氏
が
野
口
昌
弘
氏
と

交
叫
開
閉
し
た
の
が
了
ゑ
さ
れ
た
。

A
O
U
ス
テ
ッ
カ
ー
(
本
紙

前
号
で
写
真
と
記
事
)
を
O

A
O
会
員
に
ど
う
配
布
す
る

か
に
つ
い
て
は
、
有
料
/
無

料
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

有
料
6
対
無
料
8
の
多
数
決

で
「
六
十
一
年
度
は
無
料
で

配
布
し
、
会
員
各
庖
舗
に
必

ら
ず
掲
出
す
る
」
こ
と
に
決

ま
っ
た
。
ま
た
今
年
度
中
間

決
算
案
か
提
出
さ
れ
、
会
費

未
納
者
(
約
八
十
社
)
に
対

し
、
各
役
員
が
直
接
組
問
促
す

る
な
ど
検
討
し
た
。
大
阪
府

笹
か
ら
求
め
ら
れ
た
「
覚
限

剤
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
、

掲
示
」
が
了
泳
さ
れ
た
。

A
O
U
理
事
会
の
議
案
に

つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
カ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
問
題
に
つ

い
て
純
原
会
長
が
経
過
を
説

明
し
た
が
、
「
連
合
会
と
し

て
は
白
紙
に
戻
し
て
検
討
す

べ
き
だ
」
(
松
居
副
会
長
)

と
の
意
見
、
「
セ
ガ
社
と
タ

イ
ト
ー
が
実
験
す
る
の
は
止

は
、
「
総
合
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

企
業
と
し
て
の
コ
ナ
ミ
の
イ

メ
ー
ジ
を
、
こ
の
機
会
に
社

内
外
に
改
め
て
鮮
明
に
さ
せ

た
い
」
(
菱
川
会
長
)
と
の

こ
と
か
ら
、
新
た
に
作
ら
れ

た
社
章
、
社
固
定
な
ど
が
発
表

と
な
っ
た
。
新
社
意
は
オ
レ

ン
ジ
と
レ
ッ
ド
の
二
本
の
曲

線
の
帯
を
斜
め
に
並
べ
た
も

の
で
、
同
社
で
は
「
若
さ
、

知
性
、
感
性
、
創
造
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
人
と
企
業
の
躍

動
を
象
徴
し
た
も
の
」
と
し

て
い
る
。

コ
ナ
ミ
工
業
は
こ
れ
ま
で

大
阪

・
梅
田
に
あ
っ
た
本
社

を
引
き
払
い
、
新
「
ソ
フ
ト

開
発
ビ
ル
」
に
全
面
移
転
し

た
。
ま
た
大
阪

・
豊
中
市
の

同
社
開
発
部
門
で
あ
る
技
術

研
究
所
も
、
一
部

(
L
sー

の
デ
ザ
イ
ン
部
門
)
だ
け
を

残
し
て
新
ビ
ル
に
移
っ
た
。

新
ビ
ル
で
の
営
業
開
始
は
九

月
一
目
。

な
お
こ
れ
に
伴
い
同
社
子

会
社
の
コ
ナ
ミ
鮒
(
本
社
東

-ゲームコーナーの共同経営
・ゲームマシンの長期割賦販売
・長期資金融資

o'ffJ雲
(709)3711・

タ
イ
ト
ー
が
海
外
市
場
向
け
に

…
造
基
板
で
舷

「
ト
キ
オ
」
に
続
き
「
ア
ル
カ
ノ
イ
ド
」
な
ど

側
タ
イ
ト

l

(本
社
東
京
、

末
角
要
次
郎
社
長
)
で
は
こ

の
ほ
ど
、
同
社
T
V
ゲ
ー
ム

機

「
ア
ル
カ
ノ
イ
ド
」

「
ス

ラ
ッ
プ

・
フ
ァ
イ
ト
」
「
バ

ブ
ル

・
ボ
ブ
ル
」
な
ど
に
関

し
て
、
そ
の
無
断
コ
ピ
|
品

に
つ
い
て
強
い
姿
勢
を
と
る

こ
と
を
、
海
外
市
場
向
け
に

明
ら
か
に
し
た
。

同
社
T
V
ゲ
l
ム
機
に
つ

い
て
は
、
先
に
「
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
・
フ
ォ

i
メ
l
シ
ョ
ン
」

(海
外
名

「
ト
キ
オ
」
)
の

偽
造
基
板
が
、
海
外
市
場
で

多
数
出
回
っ
た
た
め
、
六
月

イ
六
日
付
で
同
社
は
海
外
市

• • 

め
ら
れ
な
い
。
将
来
的
に
は

危
険
性
も
考
、
え
ら
れ
る
が
、

料
金
ア
ッ
プ
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
う
る
」
(
段
副
会

長
、
上
回
理
事
)
と
の
意
見

な
ど
あ
り
、
討
論
の
上
「
A

O

U
が
警
察
庁
に
陳
情
し
た

の
は
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い

る
。
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
問
題

に
つ
い
て
は
、
賂
憾
に
利
用

さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
末
端

各
会
員
に
不
利
益
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
、
時
代
の
流

れ
に
添
う
よ
う
積
極
的
に
研

究
す
る
」
方
針
に
な
っ
た
。

A
O
U
第
二
期
以
後
の
会

費
(
変
更
し
な
い
)
、
事
務

局
長
選
任
、
機
関
紙
発
行
、

賂
博
機
械
対
策
委
員
会
(
仮

称
)
な
ど
A
O
U
に
関
わ
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

簡
単
な
説
明
に
基
づ
き
了
激

さ
れ
た
。
な
お
姦
副
会
長
か

ら
、
賭
博
機
械
対
策
に
関
連

し
て
「
な
ん
で
も
相
談
電
話
」

の
報
告
が
あ
り
(
賭
博
機
は

増
加
中
)
、
こ
れ
に
つ
い
て

大
阪
府
経
で
は
「
賂
博
情
報

を
と
く
名
で
い
い
か
ら
直
接

連
絡
す
る
よ
う
」
協
力
を
求

め
て
い
る
、
と
し
会
員
に
広

く
呼
び
か
け
た
い
と
結
ん
だ
。

O
A
O
「
た
ま
り
場
会
」
、

「ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
回
を

重
ね
、
次
第
に
会
員
の
懇
親

が
深
ま
る
な
ど
成
巣
を
あ
げ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
歩
進

ん
だ

「
研
修
会
」
(
会
員
制
)

を
設
け
た
い
と
の
提
案
が
あ

り
、
そ
の
準
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

岐
阜
ゲ

l
ム
機
O

P
協
理
事
会

岐
阜
県
ゲ
ー
ム
機
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協
会
(
事
務
局
岐
阜
、

真
鍋
巧
会
長
、
会
貝
四
十
六

社
)
で
は
八
月
十
二
日
、
事

務
局
で
今
年
度
第
四
回
理
事

会
を
聞
き
、
広
報
、
組
織
の

両
委
員
会
活
動
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
決
め
た
。

広
報
第
一
委
員
会
は
代
表

委
員
に
二
宮
満
宣
氏
を
選
出
。

問
委
員
会
は
同
協
会
が
昨
年

四
月
か
ら
発
行
し
て
い
る
機

関
紙
「
協
会
だ
よ
り
」
(
こ

れ
ま
で
十
七
号
す
で
に
発
行

場
向
け
に
ニ
ュ

ー
ス
レ
リ
ー

ス
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

「
ト
キ
オ
」
基
板

に
欠
陥
が
多
く
て
ま
と
も
に

作
動
し
な
い
、
と
の
苦
情
が

海
外
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
た

た
め
、
タ
イ
ト
ー
の
技
術
部

で
実
物
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
ら
の
欠
陥
口
聞
は
同
社
の

製
品
で
は
な
く
、
韓
国
の

コ

ピ
!
ャ
ー
に
よ
る
偽
造
品
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

同
社

・
第
一
い
技
術
部
長
の

門
間
音
松
氏
は
こ
の
中
で
、

要
約
す
る
と

「
偽
造
品
メ
ー

カ
ー
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ッ

プ
の
解
説
が
ほ
と
ん
ど
で
き

京
)
が
、
九
段
に
あ
っ
た
本

社
を
神
田
へ
移
転
し
、
こ
れ

ま
で
別
の
ビ
ル
に
あ
っ
た
広

報
宣
伝
部
門
も
新
本
社
に
入

り
、
八
月
二
十
五
日
業
務
を

開
始
し
た
。
な
お
神
聞
の
旧

本
社
所
在
地
に
は
、
新
し
く

設
け
た
同
社
出
版
部
門
が
入

っ
て

い
る
汁
ま
た
大
阪

・
吹

聞
に
あ
っ
た
同
祉
の
大
阪
支

庖
が
、
こ
れ
ま
で
コ
ナ
ミ
工

業
開
発
部
門
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
へ
移
り
、
九
月
一
日
業
務

を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
移

転
先
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

コ
ナ
ミ
工
業
側
本
社
ν

闘

発
部
門
(
コ
ナ
ミ
ソ
フ
ト
開

発
ビ
ル
)

u
H
神
戸
市
中
央
区

港
島
中
町
七
の
三
の
二
、

宮

(
O七
八
)
三

O
三
|
一
二

三
四
、
上
月
景
正
社
長
。

コ
ナ
ミ
脚
本
社

l
東
京
都

千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
の

二
十
五
、
住
友
神
保
町
ビ
ル
、

宮
二
六
四

l
五
六
七
八
、向。

コ
ナ
ミ
鮒

・
大
阪
支
居

1

大
阪
府
豊
中
市
庄
内
宝
町

一

の
一
の
五
、
宮
三
三
四

i
O

三
三
五
、
妹
尾
敏
夫
支
庖
長
。

ず
、
従
っ
て
不
完
全
な
コ
ピ

l
口
聞
を
出
荷
し
て
い
る
。
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
ら
が
こ
う
い
う

ま
が
い
品
を
買
う
な
ら
ば
、

も
っ
と
ひ
ど
い
目
に
会
う
だ

け
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

今
回
の
警
告
は
、
「
ト
キ

オ
」
偽
造
基
板
問
題
か
ら
さ

ら
に
一
歩
強
硬
な
姿
勢
に
出

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
タ

イ
ト
ー
が
英
国
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス

・
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ク

ス
社
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し

た
も
の
。
海
外
の
情
報
筋
に

よ
る
と
、
タ
イ
ト
ー
は
こ
れ

ら
コ
ピ

l
ヤ
|
(
偽
造
業
者
)

を
徹
底
し
て
追
及
し
、
告
訴

す
る
と
と
も
に
コ
ピ

i
品

(
偽
造
品
)
を
購
入
す
る
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
も
法
的
手
続
き

の
対
象
に
す
る
、
と
の
こ
と
。

同
社
に
よ
る
追
及
が
大
い
に

注
目
さ
れ
る
。• • 

さ
れ
て
い
る
)
に
、
会
員
庖

な
ど
を
委
員
が
取
材
、
掲
載

す
る
な
ど
し
、
会
員
強
化
を
‘

図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
報
第
二
委
員
会
は
代
表

委
員
に
牧
勲
氏
を
選
出
。
青
九
月
八
日
付
H

「コ

l
ス

少
年
育
成
県
民
会
議
な
ど
に
タ
|
」
、
泉
陽
機
工
鮒
(
大

働
き
か
け
、
「
八
号
営
業
」

阪
)
、
引

。
3
0
7
0
0
、

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
さ
日
・

5
2
3
2
0
。

せ
る
と
と
も
に
、
青
少
年
補

特
許
出
願
公
開

導
な
ど
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
、
八
月
二
十
八
日
付

1
「業

対
外
広
報
活
動
を
活
発
に
展
務
用
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
」

、

関
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
満
白
邦
彦
(
東
京
)
、
大
森

組
織
強
化
委
員
会
は
代
表
茂
(
同
)
、
岡
田
利
八
郎
(
同
)
、

委
員
に
篠
田
修
平
氏
を
選
出
。
臼

a
1
9
3
6
8
6
⑬、

ω

管
理
者
講
習
な
ど
公
安
委
員

'
3
4
0
7
7
。

「
テ
レ
ビ

会
な
ら
び
に
風
俗
環
境
浄
化
ゲ

l
ム
」
、
附
ダ
イ
ナ
コ
ン
ビ

協
会
の
協
力
を
得
て
、
未
加
ュ

l
タ
サ
ー
ビ
ス
(
大
阪
)
、

入
業
者
を
加
入
さ
せ
る
な
ど
引
・

1
9
3
6
8
7
@
、
印

会
員
増
加
を
図
る
こ
と
に
な

'
3
4
8
2
6
。
問、

日
・

っ
た
。
な
お
「
八
号
営
業
」

1
9
3
6
8
8
⑮
、
ω
・
3

に
関
わ
る
管
理
者
講
習
は
八

4
8
2
7
。

月
二
十
五
日
か
ら
開
始
さ
れ
九
月
一
日
付
1
「
ス
ロ
ツ

て

い

る

。

ト

マ

シ

ン

」

、

側

ワ

グ

ナ

l

商
会
(
東
京
)
、
日
・

1
9

6
9
8
6
ω
a
3
6
4
8
 

9
。
「
ポ
ー
カ
ー
機
械
」
、

エ
イ
ン
ズ
ワ

l
ス
・
ノ
ミ
ニ

ー
ズ
社
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)
、

引

'
1
9
6
9
8
7
ω

q，，
u
n
o
n
H
V
冒

i
p
o
『
υ

。

d
F
 

実
用
新
案
出
願
公
開

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
8
月
日
日
1
9
月
9
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
笑
用
新
築
の
公
告

な
い
し
公
聞
の
最
新
分
で
、

A
M
業
界
関
連
の
も
の
は
次

の
と
お
り
。
記
事
内
容
は
、

公
告
/
公
聞
の
日
付
、
発
明

/
考
案
の
名
称
、
出
願
人
、

公
告
/
公
開
番
号
、
出
願
番

号
の
順
に
掲
載
。
な
お
⑫
は

審
査
請
求
の
あ
っ
た
も
の
を

示
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発

明
協
会
な
ど
に
お
問
い
合
わ

せ
下
き
い
。

特
許
出
願
公
告

5 0 ム動
九。 6 コす九
月 8 ~る月
九 、東走二
日 53京行日
付 ，)装付
11 1 、置 11

..， 2 61 L ..， 
ゲ 4 '、 伸
I 1 3鮒縮
ム 3 9ナ移

装
置
」
、
松
下
電
器
産
業
側

(
大
阪
)
、
日

。
4
0
4
3

1

M

'
5
7
2
8
2
。

実
用
新
案
出
願
公
告

九
月
二
日
付

1
「
パ
ソ
コ

ン」

、
梶
正
夫
(
愛
媛
)
、

'
1
4
2
0
9
6
ω

'
 

2
5
2
2
5
。
「
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
機
の
た
め
の
操
作
パ
ネ

ル
」
、
斉
藤
隆
(
東
京
)
、

日
・

1
4
2
0
9
7
ω

・

2
4
1
8
3
。
同

引

8
1

4
2
0
9
8
、
ω

・2
4
1

nδ
泊
性
。

九
月
八
日
付

1
「
全
自
動

ル
ー
レ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
装
置
」
、

福
本
和
郎
(
愛
知
)
、
日

'

1
4
5
5
7
4
ω

'
2
8
 

9
0
0
0

「
磁
カ
を
用
い
た

サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
撚
」
、
衛

藤
浩
二
(
福
岡
)
、
日
・

1

4
5
5
8
1
、
印

8
2
7
6

A
U
Q
d
。
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言

に
各
種
乗
物
機
、
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

l
ム
機
の
ロ

ー
カ
ル
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
地
盤

( 4 ) 

西
原
勇
氏
死
去

大
阪
市
で
側
新
日
本
企
画
(
後

に
現
社
名
に
変
更
)
と
し
て

川
崎
氏
が
創
業

・
設
立
す
る

前
か
ら
、
西
原
氏
は
良
き
協

力
者
と
し
て
同
社
を
支
え
て

き
た
。
同
社
で
は
製
造
(
出

荷
ま
で
)
担
当
役
員
と
し
て

重
責
を
果
し
て
き
だ
が
、
七

月
一
日
に
入
院
後
二
ヵ
月
を

経
ず
し
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
な
お
告
別
式
で
は
丸
田

徳
ニ
商
品
課
長
が
弔
辞
を
読

み
あ
げ
た
。

で
あ
る
川
崎
英
士
口
社
長
の
笑

兄
。
五
人
兄
弟
で
、
西
原
氏

が
長
兄
、
川
崎
氏
が
末
弟
。

母
親
を
早
く
失
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
川
崎
氏
に
と
っ
て
西

原
氏
は
税
代
り
の
よ
う
な
存

在
だ
っ

た
。

昭
和
五
十
三
年
七
月
、
束

勇氏西原

J
A
M
M
A
の
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ

ー
タ
l
部
会

(川
楠

西

原

勇

氏

(に
し
は
ら
・

俊
太
郎
部
会
長
)
で
は
八
月

い
さ
む

1
鮒
エ
ス

・
エ
ヌ
・

七
日
に
第
六
十
四
回
会
合
を
、

ケ
イ
専

務

取

締

役

)

八

月

九

月

三
日
に
第
六
十
五
回
会

二
十
三
日
午
前
九
時
三
分
、

合
を
い
ず
れ
も
東
京

・
永
田

肝
臓
ガ
ン
の
た
め
大
阪
市

北

町

の
T
B
R
ビ
ル
に
て
開
き
、

区

の

済

生

会

中

津

病

院

で

死

業

界

の

現

状

な

ど

に

つ

い

て

去
、
五

十

九

歳

。

大

阪

府

出

意

見

交

換

を

行

な

っ

た

。

身
。
自
宅
は
東
大
阪
市
小
阪
。

身

。

自

宅

は

静

岡

県

悶

方

郡

第

六

十
四
国
会
合
で
は
、

告

別

式

は

八

月

二

十

四

日

午

修

善

寺

町
修
善
寺
八
八
四
の

H

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
。
の
導

後
二
時
半
か
ら
大

阪

市

淀

川

五

。
葬
儀
は
二
寸
六
日
午
後
入
に
つ
い
て
話
題
と
な
っ
た
。

J
F

区
東
三
国
一
の
三
十
二
の
四
、

二

時

か

ら

、
自
宅
で
し
め
や
同
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て

「広

ヘ

常
光
寺
で
、
業

界

関

係

者

ら

か

に

行

な

わ

れ

た
。
喪
主
は
城
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
導
入

、ン

多
数
参
列
の
も
と
、
し

め

や

長

男

清

重

(

き

よ

し

げ

)

氏

。

で
き
る
だ
ろ
う
が
、
中
小
オ

F
か
に
行
な
わ
れ
た
。

喪

主

は

星

谷

幸
男
氏
(
は
し
ゃ
・

昭
和
二
年
六
月
生
ま
れ
の
ペ
レ
|
タ
ー
に
は
難
し
い
面

J

婆
和
代
(
か
ず
よ
)
さ
ん
。
ゆ
き
お
H
H
嗣
星
谷
ア
ミ
ュ

l
同
氏
は
四
十
四
年
頃
か
ら
ア
が
あ
る
」

「
同
シ
ス
テ
ム
の

L
葬
儀
委
員
長
は
同
社
東
京
支
ズ
メ
ン
ト
社

長

)

八

月

二

ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ

ン

の

導

入
は
メ
ー
カ
ー
や
オ
ペ
レ

-

庖
長
の
菅
原
一
氏
。

十
三
日
午
後
十

一
時
四
十
六
設
置
、
運
営
を
手
が
け
、
五

l
タ
ー
で
は
な
く
、
プ
レ
イ

園

西
原
氏
は
昭
和
二
年
三
月

分

、
肝
臓
ガ
ン
の
た
め
静
岡
十
二
年
に
同
社
を
設
立
、
以

ヤ

l
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か

ゲ

二
十
四
日
生
ま
れ
。
エ
ス

・

県
沼
津
市
の
東
静
病
院
で
死
後
業
務
を
拡
張
し
遊
間
地
で
ど
っ
か
を
ま
ず
考
え
る
べ
き

エ
ヌ

・
ケ
イ
の
代
表
取
締
役

去
、
五
十
九
歳
。
静
岡
県
出
の
遊
園
施
設
の
運
営
を
中
心
だ
」
「
コ
ス
ト
的
に
難
し
い

一一
一
一一一一
一一一一一
一一一一一一
一一一一一
一一一一
一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一

一一一一一一一一
一一一一一
一一一一一一
一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一
一一一一一一
一
一一一一一一
一一
一
一一一一
一
一一一
一一一一一一一一
一一一一一
一一
一
一一一
一一一一一一

T
V
ゲ
l
ム
機
の
無
断
コ
あ
る
が
、
近
い
将
来
(
早
け
ま
で
と
較
す
ぎ
る
観
が
あ
る
的
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
特

ピ
ー
に
対
し
て
は
、
著
作
権
れ
ば
来
年
に
も
)
解
決
す
る
(
略
式
だ
か
ら
仕
方
な
い
が
、
許
な
ど
の
工
業
所
有
権
や
著

一
法
(
映
画
の
著
作
物
ま
た
は
見
通
し
が
つ
き
つ
つ
あ
る
。

通
常
裁
判
で
も
ど
れ
ほ
ど
の
作
権
な
ど
「
無
体
財
産
権
」

一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
プ
ロ
グ
も
う
ひ
と
つ
は
、
な
り
を
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
の
か
は
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
闘
す

一
ラ
ム
の
著
作
物
と
し
て
)
法
ひ
そ
め
て
い
た
は
ず
の
国
内
ま
だ
は

っ
き
り
し
な
い
)
。
る
こ
と
、も
含
ま
れ
て
い
る
。

ヨヲ一

的
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
す
の
コ
ピ
ー
ャ
ー
に
よ
る
も
の
し
か
も
コ
ピ
ー
ャ
ー
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

T
V
ゲ
ー
ム
機
の

号一

で
に
確
立
し
て
お
り
、
コ
ピ
で
あ
る
。
そ
の
動
向
は
、
今
違
法
行
為
を
行
な
う
こ
と
で
無
断
コ
ピ

i
に
対
し
て
も
取

9
一
l
ャ
ー
た
ち
に
は
刑
事
/
民
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
が
、

ば
く
大
な
利
益
を
得
て
い
る
締
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

配一

事
両
面
で
制
裁
が
加
え
ら

れ

が

、

一
口
に
そ
う
は
言
っ
て

1
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

も
容
易
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

日一

い
ぜ
ん
と
し
て
無
断
コ
ピ

l

る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、

引一

な

ど

著

作

権

侵

害

は

ゼ

ロ

に

コ

ピ
|
口
聞
を
買
っ
て
罪
悪
感

o一
は

至

ら

な

い

。

む

し

ろ

蚊

近

の

な

い

者

が

い

る

こ

と

も

挙

汁一

は
、
以
前
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

げ
ら
れ
よ
う
。

町
V
.

活

発

化

し

て

い

る

と

も

指

摘

し

か

し

T
V
ゲ
ー
ム
の
無

8
さ
れ
る
。

断

コ

ピ

ー

に

つ

い

て

は

、
製

ゆ

ひ
と
つ
は
近
隣
諸
国
、
と

造

、

販

売

、
営
業
使
用
な
ど
、

く
に

韓

国

製

の

偽

造

基

板

で

ど

の

点

で

も

違

法

と

な

る

。

あ
り
、
こ

れ

は

韓

国

の

政

策

た

だ

摘

発

さ

れ

・

な

け

れ

ば

助

と

め

か

ら

み

も

あ

り

複

雑

で

か

る

だ

け

の

こ

と

で

あ

る

。

星
谷
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の
社
長

星
谷
幸
男
氏
死
去

偽
造
取
締
り

以
前
に
増
し
て
巧
妙
に
動
い

て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
。
こ

う
し
た
コ
ピ

l
ヤ
l
に
対
し

て
は
、
さ
き
ほ
ど
浦
和
簡
裁

で
行
な
わ
れ
た
よ
う
な
刑
事

処
分
が
最
も
効
果
的
と
思
わ

れ
る
が
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ

そ
の
量
刑
は
罰
金
二
十
万
円

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な

矛
盾
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
警
察
庁
で
は
今
年

四
月
か
ら
保
安
部
に
生
活
経

済
課
を
発
足
、
都
道
府
県
警

察
本
部
に
も
生
活
経
済
課
な

い
し
生
活
保
安
課
が
発
足
し

た
。
生
活
経
済
課
発
足
の
目

<< 

.) 

• 

• 

迫
り
来
る我

々
の

し

を
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せ
よ
グ
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を
築
い
た
。
な
お
後
継
社
長

に
は
長
男
の
星
谷
清
重
専
務

め
就
任
が
内
定
し
て
い
る
。

の

で

は

な

い

か

」

な

ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
十
分
な

検
討
を
要
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
閉
会
合
で
は
考
え
方
を

出
し
合
っ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

第
六
十
五
副
会
合
で
は
、

同
部
会
が
五
月
の
会
合
以
後
、

継
続
的
に
検
討
を
行
な
っ
て

き
て
い
た
A

M
業
界
の
市
場

規
模
な
ど
を
、
ハ
以
終
的
に
文

書
と
し
て
ま
と
め
た
。

こ
れ

は

「業
界
に
お
け
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
現
状
と
推
測
」
と

い
う
も
の
で
、
業
界
関
係
者

に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

8
ラ
イ
ン
販
売
先

の
P

念
書
。
確
認

J
A
M
M
A
健
娯
委

J
A
M
M
A
の
健
全
娯
楽

推
進
委
員
会
(
問
団
和
生
委

員
長
)
で
は
九
月
五
日
、
東

セ
ガ
社
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

l
商
品

光
線
銃
で
ゲ
!
ム

互
い
に
動
き
な
が
ら
楽
し
む
新
製
品

側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
中
山

隼
雄
社
長
)
で
は
こ
の
ほ
ど

一
般
消
費
者
向
け
玩
具

「
ジ

リ
オ
ン
」
を
開
発
、
九
月
十

日
か
ら
発
売
し
た
。

こ
れ
は
光
線
銃
を
使
っ
た

ガ
ン
ゲ

l
ム
で
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
の
応
用
に
よ
り
太

陽
光
の
下
で
の
屋
外
で
も
使

用
で
き
、
し
か
も
銃
の
光
線

の
有
効
到
達
距
雛
が
二
十
訂

以
上
も
あ
る
と
い
う
も
の
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
付
き
の
ジ

ャ
ケ

ッ
ト
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
身
に
付
け
た
者

同
士
で
動
き
な
が
ら
の
銃
撃

戦
も
楽
し
め
る
、
と
い
う
の

が
特
徴
。

光
線
銃
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

電
池
(
単

二
乾
電
池

を
二
個
使

用
)
に
よ

る
も
の
で
、

連
続
三
千

六
て日
軒
並
見
の

発
射
が
で

主
zhv。
タ

ー
ゲ
ッ
ト

は
二
個
あ

り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
中

央
部
分
を

狙
い
撃
つ

が
、
命
中

す
る
と
ラ

ン
プ
点
灯
、

一
定
間
隔

セガ宇土玩具 rジリオンJ (光線銃と

穣的付きジャケットのセット。上の

写真)と同玩具を身に付けたようす
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J
A
M
M
A
の
D
B
部
会
が

分
析
ま

健
娯
委
も
第
M
回
会
合
開
く
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未来を創造する、電子抜術の
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使いやすさを追求した設計。

多彩な応舗レイアウトが構築できる。

アクシ

キャビネット
メリット

東京(03)438・0698 大阪06(943)-2512 
名古屋(052)263・∞26 福岡(092)412・3600志社(06)制3・3322

技術と信頼を跨るメダルメーカー京

・
永
岡
町
の
T
B
R
ビ
ル

で
第
二
十
四
国
会
合
を
聞
き
、

問
題
と
な
っ
て
い
る

「
ラ
ッ

キ
ー
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
に
つ

い
て
、
問
機
の
販
売
先
か
ら

あ
る
い
は
ラ
ン
ダ
ム
に
ラ
ン

プ
が
つ
い
た
時
に
狙
う
と
い

う
三
段
階
の
切
り
変
、え
ス
イ

ッ
チ
付
き
。
光
線
銃
の
発
射

音
、
残
響
音
、
命
中
北
固
な
ど

の
効
果
査
が
出
る
。
光
線
銃

一丁、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
二
個
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

一
着
の
セ
ッ

ト

で
小
売
価
格
七
千
八
百
円
。

命
中
回
数
表
示
機
能
な
ど
付

属
品
も
順
次
発
売
さ
れ
る
。

の
H

念
容
。
の
確
認
な
ど
を

行
な

っ
た
。

こ
の
。
念
量
一
日
。
は
J
A

M

M
A
の
「
健
全
化
を
阻
害
す

る
娯
楽
機
械
防
止
の
機
械
基

準
」
の
例
外
規
定
に
よ
り
、

同
規
準
の
適
用
除
外
申
請
で

承
認
さ
れ
た
機
種
を
、
そ
の

販
売
先
に
緒
停
に
使
用
し
な

い
旨
を
誓
約
さ
せ
る
も
の
。

「エ

イ
ト
ラ
イ
ン
」
に
つ
い

.. U 

オ
ス
ロ
l
イ
ン
タ
ー
が
立
川
駅
前
に

自
社
レ

ジ
ャ

i
ビ
ル

/てイク、スポーツカ一、ジェッ

卜スキー、ヘリコプタ一、パギ

ーのスーパーマシンを乗り継

ぎ、敵を倒していくドライブ 、

シューティングゲームが登場

しました。16の関門を突破し、

きみは悪の生命体キユスゲル

ンを破壊できるだろうかI?

側
オ
ス
ロ

l
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
(
本
社
東
京
都

新
宿
区
歌
舞
伎
町
、
内
河
朗

社
長
)
で
は
、
都
下
立
川
市

に
自
社
レ
ジ
ャ

ー
ビ
ル

「立

川
オ
ス
ロ

i
ビ
ル
」
を
こ
の

ほ
ど
完
成
さ
せ
、
七
月
三
十

日
に
関
係
者
を
招
き
竣
工
披

露
し
た
。

同
ビ
ル
は
立
川
駅
南
口
の

商
庖
街
の
角
地
約
八
百
五
十

平
方

μ
の
敷
地
に
建
て
ら
れ

た
三
階
建
て
の

レ
ジ

ャ
ー
ビ

ル
。
一

階
は
パ
チ
ン
コ
庖
、

二
階
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と

同
社
従
業
員
察
、
三
階
は
ゲ

ー
ム
場
と
パ
ツ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
す

司⑥• シティ・タイプ

5つの超武装マシンで敵陣突破グ

シテイ

べ
て
同
社
直
営
。
パ

チ
ン
コ

、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
パ

ツ
テ

ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
い
ず
れ

も
同
社
の
得
意
と
す
る
分
野

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
集
大
成

し
た
の
が
立
川
に
出
来
た
今

固
め
総
合
レ
ジ
ャ
ー
ビ
ル
と

言
え
る
。

同
社
の
経
営
す
る
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
は
新
宿
に
三
軒
、

中
央
線
沿
い
に
四
軒
あ
り
、

う
ち
一
軒
は
立
川
駅
北
口
に

あ
る
。
今
回
の
は
八
軒
目
に

当
た
る
が
、
ニ
ー
三
階
の
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
部
分
は
約
五

百
七
十
平
方

μ
と
、
こ
れ
ま

で
で
一
番
広
く
、
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。

セガ・システム16
s 
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事
務
所
移
転

陶
ペ
リ
エ
H

名
古
屋
市
昭

和
区
出
口
町

一
の
十
五
、
宮

(
O五
二
)
八
八
一

i
五
三

0
0
、
坂
本
武
雄
社
長
。

代
表
者
変
更

側
岡
田
商
会

1
京
都
市
右

京
区
西
院
東
貝
川
町
五
、
沢

岡
ビ

ル、

宮

(
O七
五
)
三

一
三
|

一
六

O
O
、
岡
間
三

枝
子
社
長

(故
岡
田
稔
社
長

の
後
を
引
継
ぐ
も
の
)。
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‘ 1>庖舗のイメージアップによ E 

り、顧客層が広がり、顧客 ー
の滞留時間が長くなります。 .

1>自由に唐舗レイアウトを工夫す'

れば、設置台数が増えます。 ま E
た、箆体の移動も容易です。 -

1>容易なメンテナンスにより、手間E
を附減。 .

1>将来セ力、でbは、シティキャビネッ E
トを利用した新企l西を計画中です。.
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「
フ
ア
フ
ア
」
シ
リ
ー
ズ
で

テ
ン
ト
業
か
ら
A

M
業
界
ヘ

「
テ
ン
ト
は
色
や
形
が
白

山
に
で
き
る
の
で
、
遊
困
地

の
華
や
か
さ
に
と
て
も
合
う

も
の
で
す
。
そ
れ
を
使
っ
て

何
か
遊
具
が
で
き
な
い
も
の

か
と
考
え
出
し
た
の
が
、
フ

ア
フ
ア
で
し
た
」
と
語
る
の

方
向
を
も
模
索
で
き
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

視
点
で
、
久
し
振
り
に
大
型
遊
園
施
設
を
開
発
し
た
タ
ス

コ
側

(
本
社
東
京
、
上
原
義
和
社
長
)
を
訪
れ
、
そ
の
開

発
の
ル

i
ツ
を
採
っ
て
み
た
。
ま
た
合
わ
せ
て
同
社
の
主

力
商
品

「
フ
ア
フ
ア
」
の
製
造
工
場
も
紹
介
す
る
。

商
会
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
。

間
十
二
年
に
は
鮒
武
シ
ー
ト

駒
込
と
し
て
法
人
化
、
そ
し

て
四
卜
じ
年
に
「
フ
ア
フ
ア
」

を
附
発
し
て
A
M
業
界
に
参

入
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

四
十
九
年
に
は
現
社
名
に

変
更
し
、
以
降
、
寸
フ
ア
フ

二 1喰伐手和日 3某長
十の十と布問タ
二た二し型氏ス
年め年て品 のコ
に二 。ir創iド刊1)の父の
駒十第業製 、ヒ
込年 ニ し i造;i丘!与i 上上~ )J;似五が{ 

武に次た 11版!似反 )版反戦
シ中世の先 H勝券干剰利11 | 

i断界がを氏社
ト 、大 H昭自 生(t;が t長是

A
M
業
界
に
お
い
て
、
あ
る
製
品
が
ど
の
よ
う
な
発
想

で
生
ま
れ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
造
ら

れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
根
元
と
も
一
一
語
、
え
る
こ
れ
ら
の
事
柄
を
認

識
し
て
こ
そ
、
よ
り
よ
い
運
営
が
で
き
、
ま
た
よ
り
よ
い

，、、

ゲームマシン

の

第293号1986年10月1日

• • 

第三腕蜘.1ぽ物a"r

氏
が
語
る
狙
い
に
沿
っ
て
、

ペ
ダ
ル
を
絡
む
と
油
圧
で
ゴ

ン
ド
ラ
が
上
昇
し
、
踏
む
の

を
止
め
る
と
再
び
下
降
す
る

と
い
う
機
能
が
考
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
約
一
年
聞
か
か

っ
て
、
山
径
約
十
六
日
の
円

周

t
に
卜
ム
H

(

二
人
乗
り
)

の
ゴ
ン
ド
ラ
が
並
び
、
電
動

で
ゆ
っ
く
り
回
転
し
な
が
ら

乗
存
の
カ
で
上
下
す
る

「
バ

ル
ー
ン
サ
イ
ク
ル
」
が
完
成

し
た
わ
け
で
あ
る
。

問
機
の
秋
旧
時
に
お
け
る

反
物
に
つ
い
て
、
舵
氏
は
「仙川

口
会
が
雌
況
だ
っ
た
こ
と
も

ゲームマシン第293号1986年 10月1日( 7 ) 

タスコのAM施設開発の過程などを探る
rフアフアJ の加工工程 ①鍛断 :1量計図をもと に生地に線引きし、裁断機で裁断する②溶着・生地の温ビを溶かしてつな

ぎ合わせる(機械は高周波ウエルダー)①畏い部分をライスターという機械で溶着 しているようす。生地は床下からエアー

で吸着して固定している⑥縫製 ;ミシンで鑓徹する。右手前の大きなテーブルは回転 して縫製を繍助する⑤組み立て .部品

にエアーを送って、漏れなどのチェ ックをしている とこ ろ。手前にあるのが本体

タスコの上原議和社長

ア
」
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と

し
て
、
小
、
中
型
采
物
機
、

ア
ー
ケ
ー
ド
機
を
開
発
し
続

け、

A
M
業
界
に
お
け
る
現

伐
の
地
位
を
築
い
た
。

一
万
で
は
弁
純
イ
ベ
ン
ト

の
パ
ビ
リ
オ
ン
、
テ
ン
ト
胞

工
を
行
な
っ
て
お
り
、
ま
た

空
気
脱
桃
造
を
使
っ
た
テ
ニ

ス
コ

ー
ト
カ
パ

l
「
シ
ャ
ド

ウ
」
を
帝
人
と
共
同
開
発
す

る
な
ど
し
て
、
他
の
レ
ジ
ャ

ー
産
業
に
も
進
出
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
に
あ

っ
て
、
今

年
の
秋
回
降
(
七

l
u八
月
)

に
初
登
場
し
た
「
バ
ル
ー
ン

サ
イ
ク
ル
」
は
、
同
社
と
し

て
は
五
寸
四
年
の
寸
ス
ペ
ー

ス

・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
以

来
の
久
し
振
り
の
大
型
遊
間

施
設
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い

て

t
原
社
長
は

「
今
ま
で
は

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
カ

を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
の
新
燥
の
可
能
性
が
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
今
年
か
ら
は
時
覧
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
出
展
に
カ
を

入
れ
て
い
く
方
針
で
す
」
と

掛
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
目
玉

•• 
あ
り
ま
す
が
、
大
変
好
評
で

し
た
。
三
十
七
日
間
で
二
千

万
円
以
卜
の
売
り
上
げ
が
あ

り
、
日
曜
、
祭
臼
に
は
一
日

で
有
万
円
を
必
え
た
日
も
あ

り
ま
し
た
」
と
話
る
。
す
で

に
引
き
A
H
い
も
あ
り
、
米
年

中
に
は
十
ヵ
所
く
ら
い
に
山
山

す
下
定
と
い
う
。

Am
物
機
な
ど
の
企
画
、
製

造
は
大
阪
支
社
が
主
に
州
当

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後

に
つ
い
て
は
「
宙
返
り
コ
ー

ス
タ
ー
が
出
回
る
前
の
一
時

と
し
て
大
型
遊
同
施
設
を
開

発
し
た
、
と
い
う
。

つ
ま
り
、
博
覧
会
の
遊
闘

地
部
分
を
す
べ
て
州
当
す
る

場
合
、
テ
ン
ト
、
「
フ
ア
フ

ア
」
、
中
、
小
川
k

来
物
機
、

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
は
従

米
の
も
の
で
揃
う
が
、
自
社

製
の
大
別
遊
園
施
設
が
な
い

の
で
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

山
ロ
阻
ん
だ
も
の
と
は
言
え
な
い
。

と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

こ
の
方
針
に

沿
っ
て
、
来
春
に
は

「世
界

古
城
博
覧
会
」
(
滋
貨
県
彦

恨
市
、
一
ニ
|
五
月
)
の
遊
園

地
部
分
を
同
社
が
刊
当
し
、

「
バ
ル
ー
ン
サ
イ
ク
ル
」
を

含
め
て

l
数
機
献
を
運
営
す

る
な
ど
、
す
で
に
数
カ
所
の

イ
ベ
ン
ト
参
加
を
決
定
し
て

い
る
。

さ
ら
に
同
械
な
遊
間
地
設

を
年
間

一
同
ぐ
ら
い
の
川
合

で
開
発
し
た

い
と
語
り
、
上

原
社
長
の
夢
と
し
て
は
「
タ

ス
コ
の
製
品
で
世
界
一
の
遊

園
地
を
作
り
た

い
」
と
い
う
。

現
丘
、
同
社
は
「
仁
尾
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ン
ド
」

(
香

川
県
)
を
全
面
的
に
運
営
し

て
お
り
、

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
に
は
、
は
る
か
に
及
び

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
年
々
充

尖
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
拶
へ

の

一
歩
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
の
方
向
性
と
し

て
上
原
氏
は
「
後
楽
園
球
場

が
エ
ア
ド
ー
ム
化
す
る
の
を

機
に
、
今
後
、
空
気
膜
構
造

は
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
当
社
は
す
で
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
従
う
空
公
股

構
造
の
施
設
を
全
同
に
十
数

カ
所
設
罰
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
塞
冷
地
の
地
設
を
従

う
も
の
な
ど
に
も
カ
を
入
れ

て
い
き
た
い
」
と
知
っ
た
。

熱
気
球
に
乗
っ
て
空
を
飛
ぶ

イ
メ
ー
ジ
を
新
製
品
化
す
る

さ
て
、
具
体
的
に

「
パ
ル
を
作
る
と
い
う
の
が
基
本
概

|
ン
サ
イ
ク
ル
」
の
企
画
、
念
で
す
。

コ
ー
ス
タ
ー
、
観

設
計
、
製
造
に
当
た

っ
た
の
覧
車
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て

は
同
社
の
大
阪
支
社
で
あ
る
。
い
る
遊
園
地
は
、
来
園
者
に

そ
の
開
発
の
発
想
に
つ
い
て
、
骨
々
し
い
印
象
を
与
え
が
ち

提
博
人
支
社
長
は
「
遊
間
地
で
す
。
そ
ん
な
中
に
、
丸
く

の
中
に
ソ
フ
ト
な
フ
ォ
ル
ム
柔
ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち

込
め
た
ら
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
引
き
立
つ
と
考
え
ま

し
た
」
と
諸
る
。
「
フ
ア
フ

ア
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
役
目

を
負
っ
て
い
る
が
、
そ
の
技

術
を
応
則
し
た
し人
引
遊
同
地

ぷ
を
円
指
し
た
と
い
う
。

構
造
的
に
は
、
来
物
機
に

空
気
脱
構
造
を
合
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
M
m

…
μ球

に
来
っ
て
均
し
を
飛
ぶ
イ
メ
ー

ジ
が
よ
い
、
と
い
う
一
社
民

の
提
案
が
採
用
さ
れ
て
「
バ

ル
ー
ン
サ
イ
ク
ル
」
の
係
担

が
考
え
出
さ
れ
た
。

常
時
、
送
風
し
続
け
て
形

を
保
つ
(
空
気
の
圧
力
に
よ

っ
て
健
造
を
支
え
る
)
と
い

う
空
気
膜
構
造
の
妓
術
商
で

は
、

「
フ
ア
フ
ア
」
で
す
で

に
十
数
年
の
笑
献
が
あ
り
、

大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と

い、フ
。

そ
の
上
で

「
さ
ら
に
、
来

庁
行
が
円
分
の
カ
で
参
加
で
き

る
施
設
に
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
そ
れ
も
ハ
ー
ド
な
参

加
で
は
な
く
、
誰
も
が
楽
に

参
加
を
し
て
効
果
の
大
き
い

も
の
を
狙
い
ま
し
た
」
と
椛

期
、
遊
園
地
が
非
常
に
低
迷

し
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
も
し
目
先
の
利

益
ば
か
り
追
っ
て
、
版
本
的

な
変
化
合
』
追
求
し
な
い
の
な

ら
、
ま
た
い
っ
そ
ん
な
低
迷

期
が
米
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
従
米
の
機
内
の
延

長
線
L
し
の
も
の
で
は
な
く
、

巡
っ
た
発
想
か
ら
の
機
械
を

考
え
て
い
き
た
い
」
と
し
、

そ
の
よ
う
な
新
し

い
大
別
遊

岡
地
設
を
す
で
に
取
備
し
て

い
る
と
い
う
。

「
フ
ア
フ
ア
」
の
製
造
に
は

広
々
と
し
た
空
間
が
不
可
欠

以
上
の
よ
う
な
発
怨
、
過

程
で
同
社
の
大
型
遊
間
施
設

が
開
発
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

で
は
そ
の
技
術
的
な
バ

ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
っ
た
空
気
膜
構

造
の
「
フ
ア
フ
ア
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
も

ち
ろ
ん
製
品
と
し
て
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
製

造
の
よ
う
す
を
知
っ
て
い
る

人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

を
見
る
た
め
、
問
祉
の
八
潮

て
場
{
埼
玉
県
)
を
み
れ
た
。

「
フ
ア
フ
ア
を
作
る
の
に

一
番
必
要
な
も
の
は
、
床
に

板
を
張
っ
た
広
い
作
業
空
間

で
す
」
と
工
場
長
の
上
野
芳

雄
氏
が
語
る
よ
う
に
、
工
場

内
は
広
々
と
し
て
い
る
。
半

面
で
あ
る
生
地

(帆
布
に
塩

ビ
で
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も

の
な
ど
)
を
裁
断
、
縫
製
し

て
立
体
化
し
て
い
く
の
が
、
モ

な
作
業
な
の
で
、
生
地
を
広

げ
る
た
め
の
広
さ
が
必
袈
な

の
だ
と
い
う
。

ま
た
大
が
か
り
な
機
械
が

な
い
の
も
特
徴
的
だ
。
…川
周

波
ウ
エ
ル
ダ

i
、
ク
イ
ー
ン

ラ
イ
ト
な
ど
と
呼
ば
れ
る
治

活
機
(
熱
風
で
生
地
を
溶
か

し
接
着
す
る
も
の
)
が
段
大

級
の
機
械
に
な
る
が
、
そ
れ

も
手
工
業
の
機
械
の
枠
を
出

空気自陣織造を利用した車両しい大型遊園姥設の『パJレーンサイクル』
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な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
上
野

氏
は
「
向
じ
も
の
を
大
円
瓜
に

作
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
第

一
の
理
由
」
と
話
る
。

民
体
的
に
は
次
の
よ
う
な

仁
科
に
な
る
。
①
絵
で
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
す
る
②
紙
や
利

七
で
三
十
分
の

一
ぐ
ら
い
の

悦
引
を
作
る
③
悦
型
を
も
と

に
設
計
図
を
引
く
@
工
場
で

加
工
し
て
試
作
品
を
作
る
。

こ
の
と
き
に
最
終
的
な
形
状

を
決
定
す
る
。

広々とした板のフロアが特徴的なタスコの崎玉県・ 八潮工者構内のようす

加
工
工
程
は
①
裁
断
機
な

ど
を
使
っ
て
生
地
を
裁
断
す

る
②
絞
断
し
た
生
地
を
溶
治

機
、
ミ
シ
ン
な
ど
を
使
っ
て

縫
裂
す
る
③
で
き
上
が
っ
た

部
品
に
送
風
し
て
テ
ス
ト
し
、

そ
れ
を
紋
終
的
に
組
み
立
て

る
ー
ー
と
な
る
。
加
工
工
組

に
.
要
す
る
時
聞
は
、
普
通
の

タ
イ
プ
で
約
一
週
間
、

大
引

の
も
の
で
約
一
ヵ
月
と
い
う
。

製
造
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、
素
材
が
空
気
を
入
れ

る
と
丸
く
な
っ
て
し
ま
う
柔

ら
か
い
も
の
な
の
で
、
部
分

的
に
丸
く
な
っ

て
全
体
と
し

て
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
の

を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
。
気
室

内
の
仕
切
り
の
設
け
方
、
強

度
な
ど
を
工
夫
し
、
現
在
の

よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

丸
み
を
持
た
せ
る
技
術
が
生

ま
れ
た
。
ま
た
常
時
加
え
て

い
る
エ
ア
ー
の
庄
力
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

い
う
。

「
フ
ア
フ
ア
」
自
体
が
動

く
よ
う
な
も
の
を
作
る
の
が

少
と
語
っ
た
上
野
工
場
長
。

こ
ん
な
夢
の
集
ま
り
が
、
遊

間
地
を
夢
の
世
界
へ
と
変
え

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

a: 
Eヨ

-この商品は弊社(アイレム販売)の応硲なしに海外への出何は出来ません。

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

げ
ま
す
。

こ
の
た
び
発
売
し
ま
し
た
「
ス
ペ
ラ
ン
カ

l
H

n

の
鍵

(
S
P
E
L
U
N
K
E
R
H
n
k
e
y
)
」
は
米
国
ブ
ロ

ー
ダ

l
バ
ン
ド
社
よ
り
許
諾
を
受
け
、
弊
社
が
ア
ー
ケ
ー
ド

用
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、
こ

の
製
品
に

関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、
又
は
類
似
す
る
製
品
を

製
造
、
販
売
、
輸
出
、
及
び
こ
れ
ら
の
製
品
を
使
用
し
て
営

業
す
る
行
為
は
不
正
競
争
防
止
法
、
工
業
所
有
権
法
、
著
作

権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
ご
注

意
を
賜
り
、
業
界
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展
の
為
に
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
一

年
九
月

厚
く
お
礼
申
し
上

大
阪
市
西
区
西

233言
寄ψE
役 .b.十

量販正
売主

望株一
鴫式語
由会室
芝社Z

護

企t
1::1 

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
弊
社
が
発
表
致
し
ま
し
た
ピ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機

ρ

怒
号
層
園
。

は
弊
村
が
独
内
に
開
発
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従

っ
て
、
こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
こ
れ
に
類
似
す
る
商
品
と

し
て
製
造
、
改
造
、
販
売
、
輸
出
す
る
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
及
、び
こ
れ

ら
の
機
械
を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
諸
法
、

不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
で
は
、

業
界
の
秩
序
維
持
、

し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
に
ご
注
意
賜
わ
り

健
全
な
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

昭
和
六
十
一
年
十
月

吹
田
市
豊
津
町
+
四
番
十
号
丸
寓
ビ
ル

株
式
会
社

S
N
K
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

株
式
会
社
エ
ス

・
エ
ヌ
・
ケ
イ

(旧
社
名
株
式
会
社
新
日
本
企
画
)
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悪益軍団の城へ乗り込み
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2人同時プレイでの攻撃
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第三純銅;便物，12.官T

に
は
性
風
俗
の
庖
も
並
ん
で

お
り
、
夜
に
な
る
と
が
ら
っ

と
雰
囲
気
が
変
わ
る
。

「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

高
田
馬
場
」
は
、
タ
イ
ト
ー

の
ゲ
ー
ム
場
。

フ
ロ
ア
面
積
は
約
百
三
十

二
千
万

μ。
機
械
は
テ
ー
ブ

ル
型
中
心
の

T
V
ゲ
l
ム
機

が
約
五
十
台
、
フ
リ
ッ
パ
ー

が
三
台
。
料
金
は
大
半
が
五

十
円
だ
が
、
今
森
か
ら
新
機

種
は
百
円
に
し
て
い
る
。
営

業
時
聞
は
午
前
十
前
か
ら
午

後
十
一
時
半
ま
で
。

運
営
方
針
に
つ
い
て
、
タ

イ
ト

l
の
実
方
俊
昭
庖
長
は

「
同
社
の
方
針
と
し
て
、
ゲ

ー
ム
料
金
を
百
円
に
変
、えつ

つ
あ
る
が
、
周
囲
の
庖
が
五

十
円
の
た
め
正
直
言
っ
て
苦

し
い
」
と
語
る
。
近
々
、
照

明
を
含
め
て
、
さ
ら
に
明
る

い
脂
へ
改
装
す
る
予
定
だ
が
、

従
来
の
客
を
す
べ
て
つ
な

g

と
め
て
世
く
の
は
難
し
い
と

考
え
て
お
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
女
性
な
ど
新
た
な
客
婚

を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
よ
う
だ
。

「ゲ

l
ム
ブ
テ
ィ
ッ
ク
高

悶
馬
場
」
は
、
ナ
ム
コ
の
ゲ
ー

ム
相
場
で
、
入
り
口
付
近
が
狭

い
の
で
、
外
か
ら
は
小
規
模

ゲームマシン第293号1986年10月1日( 9 ) 

第_3.2固田• 

庖
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
庖

内
は
広
々
と
し
て
い
る
。

フ
ロ
ア
商
和
は
約
百
平
方

μ。
機
械
は
テ
ー
ブ

ル
型
中

心
の

T
V
ゲ

l
ム
機
が
三
十

八
台
、
フ
リ
ツ
パ

ー
が
こ
れ

な
ど
。
料
金
は

4
十
円
中
心

で
、
ほ
か
に
五
十
川門
で
ニ
ゲ

ー
ム
、
三
十
円
、
百
円
な
ど

も
あ
る
。
営
業
時
間
は
午
前

十
時
か
ら
午
前

O
時
ま
で
。

同
腕
の
三
上
隆
弘
十
従
業
日

は、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
「
さ
か
え
通
り
の
雰
聞
気

は
、
子
ど
も
が
気
怖
に
来
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
当
屈
の
入
口
の
柿炊
き
も

よ
い
印
象
を
与
、
え
な
い
」
と

語
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
ゲ
ー

ム
場
の
中
身
で
、
い
か
に
脂

の
知
名
度
を
高
め
、
常
連
客

を
作

っ
て

い
く
か
に
カ
を
入

れ
て

い
る
と

い
う
。

具
体
的
に
は
、
国
内
の
新

製
品
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国
製

品
も
い
ち
早
く
、
多
め
に
入

れ
る
。
ま
た
ハ

イ
ス
コ
ア
を

山
手
線
の
日
間
馬
場
駅
か

ら
、
H
十
縮
問
泌
り
を
泊
っ
て

約
一

・
.
4
J
HM
の
距
離
に
早

船
削
大
学
が
あ
る
。
ま
た
高

閲
馬
場
駅
周
辺
に
は
、
早
稲

田
学
院
、
一
倍
学
院
、
一
橋

ス
ク
ー
ル
な
ど
の
予
備
校
、

富
士
短
大
、
日
芸
専
修
、
日

本
美
谷
専
門
学
校
な
ど
も
あ

る
。
こ
の
圧
倒
的
な
数
の
学

生
、
予
備
校
生
に
支
え
ら
れ

て
、
両
側
馬
場
で
は
、
わ
ず

か
七
百
|
八
百
幻
の
道
路
沿

い
に
十
軒
の
ゲ
ー
ム
州
場
が
営

業
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
早
稲
聞
大
学
周

辺

(
西
早
稲
凶
)
に
も
九
軒

の
ゲ
ー
ム
坊
が
あ
り
、

A
H
汁

す
る
と
卜
九
粁
が
同
線
な
終

贈
を
対
象
に
し
て
い
る
と
コ

え
る
だ
ろ
う
。

一
万
、
こ
の
単

一
と
も
言

え
る
客
層
が
ゲ

l
ム
相
場
運
営

を
規
定
し
て
い
る
部
分
も
あ

り
、
た
と
、
え
ば
、
一
般
的
に

は
利
用
者
が
多
い
は
ず
の
日

曜
、
祭
日
は
、
こ
こ
で
は
逆

に
平
日
よ
り
ヒ
マ
と
い
っ
た

現
象
も
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
間
の
高
田
馬
場

の
ゲ
ー
ム
場
の
数
の
変
化
を

見
る
と
、
十
三
軒
(
昭
初
五

十
八
年
)
か
ら
、
現
ル
住
の
十

軒
へ
と
三
軒
減
少
し
て
お
り
、

新
規
の
広
舗
は
な
い
。

ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
分
衡
は
、

白
山
川
内
州
場
駅
北
側
の
繁
紫
街

き
か
、
ぇ
通
り
に
問
軒
、
早
稲

旧
大
小
へ
通
じ
る
早
稲
凶
通

り
問
辺
に
六
軒

(う
ち

一
軒

だ
け
が
駅
の
北
側
に
あ
る
)

• • 
祖国

と
な

っ
て
い
る
。

「
ゲ
l
ム

・
ゴ
ン
ゴ
ン
」

は
駅
の
北
側
の
早
稲
凶
辿
り

に
則
し
て
お
り
、
さ
か
え
通

り
の
入
口
か
ら
も
す
ぐ
近
い

位
置
に
あ
る
。

同
宿
は
ビ
ル
の
二
、
三
、

四
階
に
わ
た
っ
て
お
り、

そ

の
外
装
は
、
キ
ン
グ
コ
ン
グ

の
立
体
モ
デ
ル
が
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
で
降
下
し
て
い
る
桜
子

を
表
現
し
た
非
常
に
ユ
ニ

ー

ク
な
も
の
。

フ
ロ
ア
耐
械
は
各
階
そ
れ

ぞ
れ
約

.4
卜
恨
lH
μ
。
機
械

写真右は、 Fゲーム・ゴン

ゴンJ のユニークな外畿。

下は閑1苫のフロアで、 2、

3、4階にわたっている

部
百
円
。
ま
た
四
階
の
機
械

は
、
す
べ
て
五
十
円
で
ニ
ゲ

ー
ム
で
き
る
。
営
業
時
間
は

午
前
十
時
か
ら
午
後
十

一
時

半
ま
で
。
営
業
者
は
、
七
号

営
業
山
刷
、
飲
食
前
な
ど
も
経

営
し
て
い
る
オ
ア
シ
ス
尚
事

側
、
実
際
の
運
営
は
タ
イ
ト

ー
が
行
な

っ
て
い
る
。

川
山
の
従
業
以
は
杯
附
に

つ
い
て

「
予
備
校
生
と
大
学

生
で
す
が
、
，

r備
校
生
が
大

半
L

と
TJ
る
。
そ
の
た
め
、

必
は
符
が
多
い
が
ん
そ
に
な
る

と
少
な
く
な
る
と
い
う
特
徴

も
あ
る
ら
し
い
。

運
常
に
つ
い
て
は
、
州
場
所

が
よ
い
た
め
に
安
定
し
た
客

が
あ
り
、
ま
た
客
質
も
よ
い

の
で
、苦
労
は
な
い
と
い
う
。

次
の
四
郎
判
は
、
さ
か
え
通

り
に
あ
る
。
ど
の
ゲ

i
ム
場

も
容
の
大
半
は
予
備
校
生
が

占
め
て
い
る
が
、
こ
の
巡
り

は
二
階
に
テ
ー
ブ
ル
引

T
V

ゲ
l
ム
機
が
二
十
一
台
と
フ

リ
ッ
パ
ー
が

一
台
、
三
階
に

テ
ー
ブ
ル
山
川
上
中
心
の

T
V
ゲ

ー
ム
機
が
三
十
二
台
、
問
階

も
問
機
が
十
三
台
で
、
大
半

が
タ
イ
ト
ー
か
ら
の
リ
ー
ス
。

料
金
は
五

l
円
中
心
で
、

一

写
真
右
は
、
『
フ
ァ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
高
国
鳥
渇
』
の

市閣
内
風
景
。
下
は
岡
底
の
入
口
付
近
の
よ
う
す

写真上は、 rゲームブティック績回馬場Jの庖内のようす。下は問1苫の入口で、

広守 とした庖内に対 して少し狭い

も
な
る
と
い
う
。

こ
の
方
針
に
よ
っ
て
、
同

庖
で
は
、
小
、

中
、
高
校
生

の
ゲ
ー
ム
マ
ニ
ア
が
集
ま
っ

て
い
る
と
し
、
ナ
ム
コ
グ
ツ

ズ
も
よ
く
光
れ
る
そ
う
だ
。

客
は
大
学
生
と
予
備
校
生

「ゲ

i
今

ァ

ン

タ

ジ

ア

高
田
馬
場
」
は
、
シ
グ
マ
の

ゲ
ー
ム
場
。
ビ

ル
の
一

、
二
階

に
わ
た

っ
て
い

る
が
、

二
階
の

一
部
は
吹
き
抜

け
に
な

っ
て
お

り、

一
階
の
大

脂
内
に
掲
示
し
、
プ
レ
イ
ヤ

ー
同
士
の
励
み
に
す
る
。

つ

ま
り
「
ゲ

l
ム
好
き
な
人
が

集
ま
り
、
競
、
え
る
府
に
す
る

こ
と
」
が
、
ひ
い
て
は
符
の

戚
辺
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に

型
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
の
よ
う

す
が
見
下
ろ
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

フ
ロ
ア
面
積
は
一
階
が
約

百
六
十
五
平
方
灯
、
二
階
が

約
百
平
方

μ。
機
械
は
一
階

に
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
が
約
四

十
台
(
う
ち
ビ
ン
ゴ
二
台
、

大
型
機
二
台
)
、
テ
ー
ブ
ル

川
川

知

3
4
金
子

} 

写
真
よ
は
、
「
ゲ
l
今
ァ
ン
タ
ジ
ア
海
図
馬
渇
』
の
二

階
フ
ロ
ア
の
よ
う
す
。
下
は
岡
市
崎
の
入
り
口
付
近

刷

u
t
中
心
の

T
V
ゲ
ー
ム
機
が

九
台
、
フ
リ
ッ
パ

ー
が
四
台
、

二
階
に
は
テ
ー
ブ
ル
型
中
心

の
T
V
ゲ
l
ム
機
が
三
十
六

台
。
料
金
は
す
べ
て
五
十
円

で
、
メ
ダ
ル
は
三
百
同
で
十

枚
。
営
業
時
間
は
午
前
十
時

か
ら
午
後
十

一
時
四
十
五
分

ま
で
。

運
営
め
よ
う
す
に
つ

い
て
、

同
席
の
中
川
係
主
任
は
「
答

の
大
半
が
学
生
、
予
備
校
生

で
す
。
近
く
に
短
大
が
あ
る

た
め

H
中
は

K
性
特
も
い
ま

す
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
一

訓
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

T
V

ゲ
l
ム
と
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
を

比
べ
る
と
、

T
V
ゲ
ー
ム
の

方
に
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、

メ
ダ
ル
も
ダ
ー
ビ
ー
ゲ
ー
ム

な
ど
を
中
心
に
に
ぎ
わ
っ
て

/ • • 

い
ま
す
」
と
語
る
。
同
主
任

は
、
半
年
前
に
は
上
野
の
ゲ

ー
ム
場
に
い
た
が
、
そ
こ
と

比
べ
る
と
子
ど
も
の
容
が
少

な

い
こ
と
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
そ

れ
ぞ
れ
が
一
日
に
使
う
ゲ
ー

ム
料
が
少
な
い

こ
と
な
ど
の

違
い
が
あ
る
と
い
う
。

「ゼ

ロ
ワ
ン
」
は
、
官
同
国

馬
場
で
最
も
小
さ
な
ゲ
ー
ム

場
で
、
同
規
模
の
庖
が
こ
こ

数
年
の
問
に
す
べ
て
閉
宿
し

た
の
に
対
し
、
安
定
し
た
営

業
を
続
け
て
い
る
。

フ
ロ
ア
面
的
聞
は
約
五
十
・
キ

万
灯
。
機
械
は
テ
ー
ブ
ル

m.

中
心
の

T
V
ゲ
ー
ム
機
が
二

十

一
台
。
料
分
，
は
す
べ
て
五

十
円
。
営
業
時
間
は
午
前
ト

時
か
ら
午
前

O
時
ま
で
。

内
外
装
に
つ
い
て
は
、

こ
数
年
間
の
開
に
、
入
り
口

付
近
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
.
張
り

替
え
、
内
壁
の
塗
り
替
え
な

ど
を
行
な
っ
て
お
り
、
ま
た

・昨
年
の
暮
れ
に
は
ミ
ニ
ア
ッ

プ
型
の
新
し
い
本
体
を
四
台

入
れ
て
配
置
に
も
変
化
を
持

た
せ
て
い
る
。

ま
た
、
同
庖
の
川
上
真
由

美
従
業
員
の
話
で
は
、

一
番

気
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
市

婦
と
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
替

わ
る
た
び
に
画
面
や
灰
川
を

き
れ
い
に
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
、
あ
た
り
ま

え
と
も
台
、
え
る
営
業
努
力
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ゲ
ー

ム
場
の
家
囲
気
を
よ
く
し
、

安
定
し
た
容
を
確
保
で
き
る

理
由
に
な
っ
て
い
る
と
々
、
え

ら
れ
る
。

、，
} 

iti回馬場では最も小規模なゲーム場 「ゼロワンJ の1苫内のようす
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ゲームマシン

し
み
に
来
る
人
は
少
な
く
、

大
半
は
卓
球
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
遊
ん
だ
帰
り
に
プ
レ
イ
す

る
人
が
多
い
と
い
う
。
だ
か

ら
ほ
か
の
ゲ

i
ム
場
は
あ
ま

り
意
識
し
な
い
そ
う
だ
。

「ビ
ン
ゴ
イ
ン
高
岡
馬
場
」

は
、
シ
グ
マ
の
ゲ

l
ム
場
。

同
屈
の
名
前
が
一
ホ
す
通
り
、

開
席
当
初
は
ビ
ン
ゴ
を
三
十

台
ほ
ど
並
べ
、
ビ
ン
ゴ
主
体

の
運
営
だ
っ
た
が
、
現
在
で

は
ビ
ン
ブ
め
台
数
は
半
分
以

下
と
な
り
、
同
社
の
他
の
ゲ

ー
ム
場
と
大
差
め
な
い
形
態

に
な
っ
て
い
る
。

フ
ロ
ア
面
積
は
約
百
三
十

二
平
方
灯
。
機
械
は
メ
ダ
ル

ゲ
ー
ム
機
が
約
三
十
台
(
う

ち
大
型
機
一
台
、
ビ
ン
ゴ
十

四
台
)
、
テ
ー
ブ
ル
型
中
心

の
T
V
ゲ
ー
ム
機
が
約
三
十

台
。
料
金
は
す
べ
て
五
十
問

で
、
メ
ダ
ル
は
三
百
円
で
十

枚
。
営
業
時
間
は
午
前
十
時

1986年10月1日

写真上は、 Fビンゴイン高田馬場J

の三橋信失后長代理。右は閑l古内の

ようすで、ビンゴが14台並んでいる

のが特徴的だ

•• 

第三械郵便物認可

っ
て
い
た
。

「
ビ
ク
ト
リ
ア
」
は
、
こ

の
周
辺
の
「
八
号
営
業
」
屈

で
は
唯
一
、
ゲ
ー
ム
料
金
が

す
べ
て
百
円
の
庖
。

フ
ロ
ア
商
積
は
約
百
平
方

μ。
機
械
は
テ
ー
ブ
ル
型
中

心
の

T
V
ゲ
l
ム
機
が
二
十

八
台
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
が

二
十
台
(
う
ち
大
型
機
が
ニ

ム
ロ
)
。
料
金
は

一
律
百
円
。

メ
ダ
ル
は
二
百
円
で
十
枚
、

五
百
円
で
三
十
五
枚
。
営
業

・
時
間
は
午
前
十

一
時
か
ら
午

前

O
時。

ま
ず
ゲ

l
ム
料
金
に
つ
い

て
、
上
原
庖
長
は
「
周
辺
の

庖
が
五
十
円
に
下
げ
た
か
ら

と
い

っ
て
、
ほ
か
の
庖
も
五

十
円
に
変
え
て
い
る
の
で
し

ょ
う
が
、
当
屈
は
あ
く
ま
で

百
円
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

低
料
金
に
す
る
と
子
ど
も
が

増
え
、
逆
に
大
人
が
入
り
に

く
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
当
屈
は
大
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
運
営
し
て
い
る
か

ら
で
す
」
と
語
る
。

同
氏
の

全国市街地ゲーム場

明
治
通
り

田馬

， 

1 1 

¥ ¥ 

吉小

第293号

L一一/二三
新自白通り

1986年 10月1日

レ~\_一、

か
ら
午
後
十
一
時
半
ま
で
。

問
庖
の
運
営
形
態
に
つ
い

て、

一一
一
橋
信
夫
腐
長
代
理
は

「
か
つ
て
東
京
周
辺
に
ビ
ン

ゴ
イ
ン
め
庖
は
五
軒
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
こ
こ
と
池
袋

の
ニ
粁
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
ビ
ン
ゴ
だ
け
で
は
や

っ
て

い
け
な
い
状
況
で
す
。

当
桁
も
他
の
メ
、
グ
ル
ゲ
|
ム

機
や
T
V
ゲ
!
ム
機
を
増
や

し
、
幅
広
い
客
層
を
狙
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

さ
ら
に
同
庖
で
は
、
従
来

し
て
こ
な
か
っ
た
未
成
年
者

へ
の
メ
ダ
ル
貸
出
し
を
、
六

月

一
日
か
ら
行
な
う
こ
と
に

な
っ
た
(
但
し
、
ビ
ン
ゴ
用

に
は
十
八
歳
以
上
に
制
限
)
。

「
ア
ダ
ル
ト
を
対
象
に
す

る
に
は
、
場
所
的
に
無
理
が

あ
り
ま
す
。
十
八
歳
未
満
者

に
メ
ダ
ル
使
用
を
禁
』
し
て

い
た
頃
は
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム

機
周
辺
は
ガ
ラ
ガ
ラ
で
し
た
」

と
も
語
り
、
ゲ
ー
ム
場
運
営

写真上は、総合スポーツピル、ビッグボックス内の rビッグボックス・ゲ

ームコーナーJ の六階フロアのようす。下は 『チャンピオンJ の庫内風景

‘~ 

‘" 

ω
次
の
五
軒
は
、
い
ず
れ
も

“

高
田
馬
場
駅
か
ら
早
稲
田
大

学
に
向
か
う
早
稲
図
通
り
の

周
辺
に
あ
る
。

「
ビ
ッ
グ
ボ
ッ
ク
ス

・
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
駅
前

削

の

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ル
、
ビ

酬
ッ
グ
ボ
ッ
ク
ス
の
六
階
(
卓

蹴
球
場
)
、
七
階
(
ボ
ウ
リ
ン

三
一
グ
場
)
に
あ
る
ゲ

i
ム
コ

1

1

ナ

l
で
、
新
風
営
法
の
「
八

号
営
業
」
庖
で
は
な
い
。

フ
ロ
ア
面
積
は
六
階
部
分

が
約
百
六
十
五
平
方

μ
、
七

階
部
分
が
約
五
十
平
方

μ
。

機
械
は
六
階
に
テ
ー
ブ
ル
型

中
心
の

T
V
ゲ
l
ム
機
が
約

三
十
五
台
、
そ
の
ほ
か
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
、
フ
リ
ッ

パ
ー
な
ど
が
あ
り
合
計
四
十

七
台
、
七
階
に
は
テ
ー
ブ
ル

型
T
V
ゲ
ー
ム
機
な
ど
が
十

ン

六
台
。
料
金
は
百
円
。
営
業

，

時
聞
は
六
階
が
午
前
十
時
か

句、

ら
午
後
十
時
、
七
階
が
午
前

7
十
時
か
ら
午

J

後
十
一
時
ま

i
で。

一

営
業
者
は

人

側
豊
島
国
で
、

h
J

同
社
は
ス
ポ

ー
ツ
縮
設
、

遊
園
地
な
ど

の
一
画
に
ゲ

ー
ム
コ

ー
ナ

ー
を
二
十
カ

所
ほ
ど
運
、
営

し
て
い
る
。

号

六
階
部
分

3
・
を
担
当
す
る

ぬ
一

従
業
員
の
話

第
一

で

は

ゲ

l

ム
だ
け
を
楽

ー巴.

‘露両，

、，
..."ち

は
場
所
に
合
わ
せ
て
や
っ
て

い
く
し
か
な
い
こ
と
を
強
調

し
て
い
た
。

狭
い
区
域
に
刊
軒
が
並
ぶ

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
は
、

隣
接
す
る
今
川
焼
き
届
を
経

営
す
る
糊
三
河
屋
が
運
営
し

て
い
る
ゲ

l
ム
場
。

内
装
の
特
徴
と
し
て
は
、

片
面
の
獲
を
す
べ
て
鋭
張
り

に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
小
規
模
庖
に

よ
く
見
ら
れ
る
工
夫
で
、
庖

内
を
実
際
よ
り
も
広
く
見
せ

る
(
狭
苦
し
く
感
じ
さ
せ
な

い
)
効
果
を
持
つ
が
、
同
席

の
そ
れ
は
ポ
ス
タ
ー
頬
な
ど

を
極
力
避
け
る
こ
と
で
、
非

常
に
よ
い
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。
ま
た
他
の
壁
は
自
主
体

に
塗
ら
れ
、
ミ

ツルイ
!
?
ウ

ス
の
立
体
シ

l
ル
で
飾
ら
れ

て
い
る
。

フ
ロ
ア
商
積
は
約
六
十
六

平
方

μ
。
機
械
は
テ
ー
ブ
ル

塑
中
心
の

T
V
ゲ
!
ム
機
が

三
十
八
ム
ロ
で
、
す
べ
て
買
い

取
り
。
料
金
は

一
律
上立
十
円
。

営
業
時
間
は
午
前
十
時
か
ら

午
前

O
時
ま
で
。

同
居
の
従
業
員
は
新
風
営

法
に
つ
い
て
、

「
以
前
は
朝

ま
で
営
業
し
て
い
た
か
ら
、

や
は
り
売
り
上
げ
は
減
っ
て

い
ま
す
よ
。
周
辺
で
は
数
軒

い
っ
ぺ
ん
に
閉
居
し
ま
し
た

し
、
み
ん
な
応
え
て
る
の
で

は
な
い
で
す
か
」
と
語
る
。

し
か
し
、
聞
社
は
今
川
焼
き

を
主
に
営
業
し
て
お
り
、
ゲ

ー
ム
場
に
は
そ
ん
な
に
気
を

使
つ
て
は
い
な
い
と
い
う
。

「
こ
こ
は
、
学
生
さ
ん
が

多
い
で
す
か
ら
、
ゲ
ー
ム
料

を
五
十
円
に
し
、
新
し
い
機

械
に
さ
、
ぇ
気
を
配
っ
て
い
た

ら
、
お
客
さ
ん
は
ま
あ
ま
あ

入
っ
て
く
れ
ま
す
よ
」
と
語

ゼロワン 新宿区高田馬場3-5-6、n364-6787、

本柱=陶フレンド (n736-2100) 副

ゲームファンタジア高田馬場 高田馬場3・1・

4、菱田ピんす、 2F、まま371-8162、本社=側

シクマ(怨486-2841) 闘

ビンゴイン高田馬場 高田馬場1-27-7、竹宝

ピルi也下、 合209-8890、本柱=同上 回

ゲームブティック高白馬重量 高田馬場3-2-旬、

第26東京ピ1し1F、n362-9300、2日I=側ナ

ムコ〈合756・2311) 図

ファンファクトリー諸白馬場 高田馬場3・1-

4、東栄ピル高田篤湯1F、岱371-8370、本な

=側タイトー (n264-8611) 回

ゲーム・ゴンゴン 高田馬場3-2・1、大相ピル

2、3、4F、n364-4338、本事I=オ3フシス

通事世相(包367-4523) 図

ピックボックス・ゲームコーナー 高田~場

1-35-3、ピックボックス6、7F， n201・71

71、i.f;:社=側餐農園 (n990-3131) 箇

チャンピオン 高田馬場1・26・12、高田馬場ビ

ル1F， n209-5720、直営=陶三河屋 図

ビクトリア 高田馬場2・14-8、合209-2482、

本社=筒1ジャルプランニング (n632-3410)

回

デインドン 高図書喜善意2-8-1、s200-1675、本

ネI=側コインゲーム〈合984-2571) 回

一一ター不動.•• 

じレJ

「一一ーー「
ビッグボックス

•• 

データの~万l志、をから后名、所在地、電話

番号、運営者〈ゲーム機ヌぺレーヲー〉、そ

して飽~j二の位竃を示す番号の頗となってい

る。

写
真
上
は
、
「
ピ
ク
ト
リ
ア
」
の
底
内
の
入
り
日
付
近
の

よ
う
す
。
左
は
同
腐
の
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
蝉
慌
の
コ
ー
ナ
ー

コ
イ
ン
ゲ
ー

ム
が
通
常
す

る
庖
で
同
社

が
東
京
周
辺

に
十
数
庖
運

営
し
て
い
る

庖
の
ひ
と
つ
。

フ
ロ
ア
面

積
は
約
百
五

十
平
方
幻
で
、

二
年
ほ
ど
前
に
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
約

六
十
六
平
方
幻
増
築
し
て
い

る
。
機
械
は
テ
ー
ブ
ル
型
中

心
の
す

V
ゲ
l
ム
機
が
約
五

十
台
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
が

八
台
(
う
ち
大
型
機
一
台
)
、

フ
リ
ッ
パ

ー
が
四
台
で
、
す

べ
て
買
い
取
り
。
料
金
は
一「デインドン」の庫内のようすで、 このほかメダルゲーム機のコーナーもある

律
五
十
円
。
メ
ダ
ル
は
二
百

円
で
十
枚
、
五
百
円
で
三
十

枚
。
営
業
時
聞
は
午
前
十
時

か
ら
午
前

O
時
ま
で
。

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
用
に
増

築
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同

居
従
業
員
は
「
T
V
ゲ
i
ム

に
大
ヒ
y
ト
か
出
に
く
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
売
り
上
げ

を
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
で
補
う
と

い
う
形
で
す
。
た
だ
メ
、
グ
ル

ゲ
ー
ム
を
た
く
さ
ん
置
く
と

機
械
が
高
い
の
で
赤
字
に
な

り
ま
す
。
ま
あ
全
体
の
三
、

四
割
ま
で
で
す
」
と
諮
る
。

答
用
に
つ
い
て
は
、「夏
、

冬
の
休
み
は
高
校
生
、
子
ど

も
も
多
い
で
す
が
、
ふ
だ
ん

は
大
学
生
中
心
で
す
。
子
ど

も
が
学
校
終
了
後
来
て
も
、

も
う
座
る
場
所
が
な
い
ん
で

す
よ
」
と
、
時
間
に
ム
ラ
な

く
来
る
大
学
生
中
心
で
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
。

以
上
の
十
軒
は
、
豊
か
な

ゲ
ー
ム
人
口
に
支
え
ら
れ
て
、

今
の
と
こ
ろ
安
定
し
た
運
営

を
続
け
て
い
る
が
、
低
料
金

化
の
問
題
は
抱
え
て
い
る
。

五
十
同
に
下
げ
た
ゲ
ー
ム
料

金
を
再
び
百
同
に
戻
す
v

}

と

は
大
変
困
難
な
の
だ
が
・
・・
・。

圏直圃圃圃圃[2;]圃

諮
る
大
人
は
、
大
学
生
、
予

備
校
生
な
ど
も
含
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
す
ぐ
近

く
に
五
十
円
の
屈
が
あ
る
の

に
、
同
広
が
に
ぎ
わ
っ
て
い

い
る
原
因
は
何
だ
ろ
う
か
。

「
ど
こ
が
ど
う
と
具
体
的

に
は
言
い
に
く
い
で
す
が
、

同
じ

一
プ
レ
イ
を
す
る
の
で

も
当
庖
で
は
ゆ
と
り
を
持
っ

て
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
上
原
機
械
の
配
置
に
も
ゆ
と
り
が

庖
長
。
疎
か
に
内
装
は
シ

ツ

あ
る
。
百
円
と
五
十
円
と
い

ク
で
落
ち
着
い
た
も
の
だ
し
、
う
差
よ
り
も
、
落
ち
着
い
て

ゲ
ー
ム
が
で
き
る
方
を
選
ぶ

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
新
風
営
法
に
つ
い
て

は
、
「
以
前
は
高
校
生
以
下

を
午
後
五
時
に
は
帰
し
て
い

ま
し
た
。
今
は
高
校
生
(
十

六
歳
以
上
十
八
歳
未
満
)
が

十
時
ま
で
な
の
で
、
む
し
ろ

忙
し
く
な
り
ま
し
た
」
と
語

っ
て
い
る
。
た
だ
中
、
高
校

生
な
ど
の
管
理
は
徹
底
し
て

行
な
っ
て
お
り
、
特
に
お
金

を
使
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
一

人
一
人
に
目
を
光
ら
せ
て
い

る
と
い
う
。

「
デ
イ
ン
ド
ン
」
は
、
附

戸価値あるこユーマシンをディストリビュートするバ
1 従来のメカ式 | |ドロγ プセレクタ-•• デジタルフィーバーアパレルナイト23の鍵スベランカー II

-未来派志向のセレクター

・電子の自カヨ舜時にして

正貨を完笠に見分けますb

-あらゆる不正イ受用をシャットアウト

(ワイヤー・電パチ・疑硬貨)

・1台でコイン使用変更も簡単に可能

810-E 

￥100 

￥500 

US254 

その他のコイン

810・ES

810-E 

810-EC 

810-EF 

757-P 

，720-A/B 

• 

、，
sは，

B
 

J
I
 

A
レ

)

nv
m
m
 

2
J
漫

S

K
ゆ
U

AD-85W 
￥100/￥500用

AD-81P 

ωI 

apoJ，.、¥

. 

Q 

、J

パ
チ
ン
コ
式
の
プ
ラ
イ
ズ
機

タ
イ
マ
ー
制
、
ガ
ム
払
出
し

花牌を加えた実践的麻雀

5連荘以後は役満扱い/

頭を使う冒険アクション

隠し通路を探して進め/

アクションファイター

陸海空の多彩な戦闘展開

武装マシンで敵陣突破/

τ • 

信軸と妓耐のふれあい

昭初59年12月

寛

これと同じ偶遣のコピ-o5iIな正当耳主権利も怠し!こ -!ilの鯖入使用をなさらぬよう.15毅しま事。
製造鮫売し、まと!革、軍事入使用し疋ぎに対してほ、
主記出願にf吊る錦司書案11出願公告され疋際に元E
に基づく将司賞金をお求し、 E安定法に~づき使用を

差しとめられることにもなりま写のでかかるコピ 代表取締役安部

白侵害事社製!ilを街愛蔵錫わり滋にありガとうござ
いま亨。 理事従各製I~I革、全保および各部の機縄に
つき、符節、実用新案、憩侵害事を倍弱しており、
その-Iill革、!litに登録および公開され、 工業所青
確によって保損されておりま章。

|重量•• DEGITAL FEVER APPAREL NIGHT SPELUNKER II ACTION FIGHTER 
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-高性能で、コンパクトな殴脅すの業務周21型
カラーモニターです。 ・高解像度画面を使用
し、事究詞も鮮やかに、そしてシャーブに湾現。

~MONITOF司 T.、，.

.1. 
本格コンヒコータ将棋

詰将棋・本将棋・2人対戦プレイの3通りの遊ひ苛ができる本格派将棋ゲームですL

・陪将繊・本将様…コイン投入後、 lPスタート時にレバー操作で選択しますL
・2人対職…2コイン投入後、2Pスタートボタンを押せば自動的に選択されますL

c.n，雷レバー操作t手のマークを①動かす駒に合わせ鷹歪包 を押し、

②指したい場所に移動して快定ボタンI(成りたい時は匿互亙互ヨ)を押しまする

(持ち時間制で時間切れした場合で弘 20秒以内にルを投入して )

スタートボタンを押せば、ぞのまま継続してプレイすることができます-0J 

人工頭脳指

COIN UNIT ・セレクトレイトシステム対
応のコインタイマー内蔵で写。・育料/無料
の選択可能で、育料の羽陽台l芯、-aB200同/3
段階(2000・2200・2500円〉コインタイマーの
いずれか選択ガ可能です。 DI8C80FT ・
8レコード会社の管理業飽を申ゅに映像と共
lこ再梅成しました。・全26タイトル .30飽入
の濃縮版ソフトです。

II>S O F T + C O・齢.UNIT  

•• 

詰将
3・5・7字詰が選べまれ不正解の場合はゲームオーバー。7手首を解いた後、

本将棋に勝つと名人戦になり、飛車・角・香車落ちで勝つと名人になりまも

本
強雌の8人の棋士の中から、自由に対戦相手が選べます。ただし、本将棋は 2

局しかでSません(継続した場合も)。

※詰将棋は、正解すれば継続プレイできます。

時間切れした場合は、再度コインを投入し、時間切れしたプレーヤー側のスタート

ボタンを押す二とにより、引き続き2人対戦プレイを続行することができます。

将

2人対

本 社〒564大阪府吹図市皇津町14-10号丸寓ピル 602号 TEL (06) 338-7∞7(代}

東京支庖 〒160東京都新宿区四ツ谷1丁目 54陸地佐祭ピル TEL (03) 356-9361 (代)

株式会社SNKエレクトロニクス広縄銀 TE L (ω) 338-81飽(代)

株式会社エス・エヌ・ケイ

II>SPEAKEA 

ROOM ** 602， MARUMAN BLD仏 14・10，TOYOTSU.CHO， SUITA.SHI， OSAKA. 564， JAPAN， 

PHONE:06(338)7007 FAX:06(338)7150 TELEX:523 6785 SNKCOJ. 
COAPOAATIロ刷NKGRDUPSNK 

.1. 

TD・s・セパレートタイプであつだコントロ
ーラーと一体化して、充実の簿蛍ディスクプ
レーヤーです。 ・「唄い臨しJ rランダムヨフク
セスJ 等の多彩な機能を湾紙しましだ。 ・ス
リーステップスタート方式保周の15チャブタ
一対応です。 PALSE-NEO ・120w+120W
のハィパワープリメインヨコンブです。

< :ニ，

~・

砂可ro・S+F・A且_1:車庫Zート'EO

.・

工

イ
テ
ィ
ン
ゆ

いときめき、
忘れ羽λで・..

寧"の色鯛I乱印刷のため興物とは書世興事る場合もあります.
.務局カラヨfケ償栂の明鶴・仕繍I;ti!"のため予告な〈変更することがあります。

より機能的に、より効果的に、そして美しく、どんな方にでも簡単にご使用いただくことのできるものを
システムのコンセプ卜として、開発した V H Dビデオディス クのトータルシステムコンポーネン卜です。
ご使用になられるお腐のニーズに合わせてシステムア ップが可能です。 そして
なによりもカラオケの演奏曲数に関係なく、システムの稼動回数より割り出す
セレクトレイトシステムの導入で、営業時間外のレッスン等に利用する こと が
でき、また従来一定額であった料金をおl苫に合わせて自由に設定が可能です。
これによって、より一層のお客さまへの対応と、ぞれに伴う利益の向上が望めます。 -

COMPONENT 

広告郷軍毘のTO-SSYSTEMについてのお闘い合せ ・カタログ請求は下Z己当社支社 ・宮書縦断言去で

ft(03) 582-967旬、)
宮 (092)481-0235f代)
宮 (06)744-6057間
宮 (0722)23-7186f代)
宮 (0刊)531-8188間
宮 (06)744-6058~) 

. 
〒106東京都港区六本木1丁目5-10
〒612福岡市博多区博多駅東3丁目13-21
干577東大阪市楠根2T邑80
〒590堺市櫛屋町東1T1-1
干064札幌市中央区南五条西2T目
干577東大阪市楠根2T目80

東京支 社

福岡支社
東営業所

堺営業所
札幌営業所

O.C:センター
〒550 大阪市西区南堀江T丁目16-15名獄ピJレ
TEUOo)533 -0147附;) FAX(6)533 -1131 

BVBTEM TOTAL KARAOKE  

検式
会社
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ギ
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到
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と
-

ャ
付
、
す
る

る
る
チ
能
後
力
き

が
れ
ト
機
一
入
で

あ
く
ス
一
パ
を
が

で
で
ラ
ユ

一
ド
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役
い
の
ニ
オ
一
続

い
脱
類
テ
ム
ワ
の

き
を
種
ン
一
一
き

大
服

2
コ
ゲ
キ
と

・・
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• • 
直亘 サンリツ電気株式会社

干229神奈川県相模原市千代田2-6-23 電話 042ワ(52)ワワ01(代 表)
SnssitSu⑧ 
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コ

摩〈御礼申し上げます。

出回っております。

右側下部の電習マークのピー基板は数種類ありまして①がオ リジナル基板で、

業
務
用

T

V
ゲ

l
ム
機
発
展
へ

プ
レ
イ
ヤ
ー
協
会

第三鰍蜘H誕物u可

業
務
用
T

V
ゲ
l
ム
機
の

米
国
で
の
愛
好
者
グ
ル
ー
プ

「
U
S
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ビ
デ

オ
ゲ

i
ム
・
チ
ー
ム
」
を
母

体
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど

「ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・
プ
レ
イ

ヤ
ー
ズ

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン

(
A
P
A
)
」
(
事
務
局

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト
ラ
ン

ス
、
ス
チ
l
プ

・
ハ
リ
ス
会

長
)
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
新
協
会
は
、
T
V
ゲ

ー
ム
機
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち

と
、
業
界
側
(
つ
ま
り
メ
ー

カ
ー
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
l
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
)
と

の
聞
の
交
流
を
通
じ
て
、
A

M
業
界
の
発
展
を
促
が
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
組
織
と
し
て
は
、
地
万

や
州
、
そ
し
て
全
米
縦
棋
の

競
技
大
会
の
開
催
、
ま
た
プ

レ
イ
ヤ
ー
向
け
に
出
版
物
を

コピー基板が、ド)

平素は格別のお引きたてを賜り、

最近弊社のARKANOID(アルカノイ

発
行
す
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
な
う
こ
と
に
よ

り
拡
大
し
て
い
く
、
と
し
て

い
る
。当

函
企
画
さ
れ
て

い
る
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
は
、

A

P

A
会
員
に
対
し
て
、
最
新
ゲ

ー
ム
で
の
大
会
参
加
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
「
プ

レ
イ
ヤ
ー
・

オ

ブ

・
ザ

・
イ
ヤ

l
」
や
「
ビ

デ
オ
ゲ
ー
ム

・
マ
ス
タ
ー

-

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
企

画
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
大
会
記
録
は
有
名

な
「
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
」
に
送

ら
れ
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

る
、
と
の
こ
と
。

A
P
A
が
発
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
ニ
ュ

ー
ズ
レ
タ
l

「
ト
ッ
プ

・
ス
コ
ア
」
は
季

刊
ペ

ー
ス
で
会
円
以
に
配
布
さ

れ
る
。
内
谷
は
枇
近
の
A

M

• . ‘1 ・:. ..・.•• 一.・.， . .、・、・ ・・

¥

知

W

著作権法にふれ、

お取り扱い下さい。

これら基板の販売及び使用は、
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コピー基板で、

印刷を確認の上、

全てそのイ也は•• 
くれぐれも御注意いただきます処罰されますので絶対に取り扱かわないよう、

昭和61年 9月

お原員~¥申し上げます。

東京都千代田区平河町2-5-3

(掛タイ

業
界
の
動
向
、
新
製
品
ニ
ユ
第
一
、
私
た
ち
は
メ
ー
カ
ー
、

と
つ
と
し
て

|
ス
な
ど
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l
、

充
笑
し
続
け

側
の
ニ
ュ
ー
ス
に
限
定
せ
ず
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、
て
き
て
い
る

密
桜
に
関
わ
る
A

M
業
界
の
そ
れ
ぞ
れ
有
益
な
情
報
を
提

(
「
エ
プ
コ

ニ
ュ
ー
ス
を
盛
り
込
む
点
が
供
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
A

ッ
卜
・

セ
ン

特
徴
的
で
あ
る
。
な
お
編
集

M
機
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
タ
|
」
に
つ

長
に
は
A
P
A
の
役
員
の
ひ
に
も
つ
な
が
る
か
ら
だ
」
と
い
て
は
本
紙

と
り
、
ペ
リ
ー

・
ロ
ジ
ャ
|
語
っ
て
い
る
。
川
氏
に
よ
れ
節
制
号
で
詳

ズ
氏
が
当
た
る
。

ぱ、

A
P
A
の
会
日
は
約
千
鰍
)。

ハ
リ
ス
会
長
は

「
A
P
A

八
百
人
だ
が
、
今
年
中
に
こ

そ
し
て
デ

設
立
は
A

M
業
界
に
と

っ
て
併
に
し
た
い

、
と
強
気
の
発
イ
ズ
ニ
|
ワ

大
い
に
利
益
に
な
る
だ
ろ
う
。
言
を
し
て
い
る
。

ー
ル
ド
は
ア

メ
リ
カ
人
に

と
っ
て
も
、

大
き
な
誇
り

と
な
っ
て
い

る
。
今
回
の

記
念
事
業
に

も
、
パ
ー
ガ

!
元
被
高
裁

長
官
を
は
じ

め
、
エ
ド
ワ

ー
ド

・
ケ
ネ

デ
ィ
上
院
議

口
、
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の

ア
l
ノ
ル
ド
・

パ
!
?
ー
が

抑
か
れ
、
秋

予
の
ド
リ
1
・

パ
ー
ト
ン
の

上
演
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。

づよ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

叩
月
1
日
開
園
日
周
年

各
界
著
名
人
招
き
壮
大
な
催
し

米
国
フ

ロ
リ
ダ
州
に
あ
る

「
ウ
ォ
ル
ト
・デ
ィ
ズ
ニ
ー
-

ワ
ー
ル
ド
」
が
十
月
一
目
、

開
園
十
五
周
年
を
迎
、
え
る
。

こ
の
た
め
の
記
念
行
事
が
五

日
ま
で
行
な
わ
れ
、

パ
レ
ー

ド
や
シ

ョ
ー
な
ど
様
り
だ
く

さ
ん
の
催
し
が
聞
か
れ
る
。

し
か
も
二
十
五
万
人
以
上
の

報
道
陣
と
と
も
に
、
各
界
の

有
名
人
が
続
々
と
訪
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー

・
ワ

ー
ル
ド
内
の
「
エ
プ
コ
ッ
ト
・

セ
ン
タ
ー
」

の
人
気
は
年

ご
と
に
高
ま

る
一
方
で
あ

り
、
今
年
は

一
月
に
「
ザ
・

リ
ビ
ン
グ

・

シ
l
」
(
生
き

て
い
る
海
)

が
オ
ー
プ
ン

し
た
の
に
続

き
、
こ
の
夏

3
D
映
画
の

新
作

「
キ
ャ

プ
テ
ン

・
E

O
」

(
マ
イ

ケ
ル

・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
主
演

の
立
体
力
ラ

l
映
画
)
が

公
開
さ
れ
、
十
五
周
年
記
念

の
催
し
を
盛
り
あ
げ
る
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー

・
ワ
ー
ル
ド

は
七
一
年
寸
月
一
円
に
オ
ー

プ
ン
。
当
初
は
「
マ
ジ
ッ
ク
・

キ
ン
グ
ダ
ム
」

(
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
版
)
を
含
め
た

「
バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ヱ
同
」
を
中
心
と

し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後

拡
張
計
画
は
次
々
に
進
め
ら

れ
、
有
名
な
「
エ
プ
コ
ッ
ト・

セ
ン
タ
ー
」
が
世
界
で
最
も

人
気
の
あ
る
遊
園
施
設
の
ひ

不
当

任....司訴

喜子士急
2yh  

E支喜
5払た
固

る

任
天
堂
側
(
本
社
京
都
、

山
内
博
社
長
)
と
米
国
任
天

堂
(
本
社
ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ

ッ
ド
モ
ン
ト
、
荒
川
実
社
長
)

を
相
手
ど
っ
て
、
任
天
堂
の

T

V
ゲ
l
ム
機

「
ド
ン
キ
|

コ
ン
グ
」
が
映
阿
「
キ
ン
グ

コ
ン
グ
」
の
画
而
な
ど
を
コ

ピ
ー
し
た
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
映
両
社
(
本
社
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
)
が
訴
え
、
こ
れ
に

任
天
堂
側
が
反
訴
す
る
な
ど

大
紛
争
に
な
っ
た
結
果
、
任

天
堂
側
の
全
面
勝
訴
と
な
っ

た
が
(
以
上
に

つ
い
て
本
紙

第
加
号
参
照
)
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
控
訴
判
決
が
出
た
。

そ
れ
は
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
映

画
社
が
任
天
堂
一
側
に
百
六
十

万
ド
ル
を
支
払
う
、
と
い
う

も
の
で
、
七
月
三
十
日
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
映
画
社
の
控
訴

が
楽
却
さ
れ
た
。
ど
う
あ
が

い
て
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
映
画

社
は
百
六
十
万
ド
ル
支
払
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

叩
川
一

ゐ

0

・
山

コピー基板② オリジナル基板

.・

.・

コピー基板④ コピー基板③ • • 

-・・・園田・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・園田----------------------E・
E

・

--il--v

安

ω
、
確
実
、
便
利
な

けμ
い
い
わ
十
日
わ
け
ラ
ン

閣

』

匡

同

・

・

S

安

心

確

笑

、
便
利
な
本

-

F

a

劃
本
紙
の
米
国
ツ
ア
1
1一

比
日
付
附
い

M
E
m

-

-

富

田

d

t聞
凶

定
評
あ
る
本
紙
、
ぷ
似

「米
ダ
の
遊
間
地
を
え
学
し
ま
す
。
な
ど
十
分
研
究
し
つ
く
し
ま

劃

--E副
司
，

ら

明

凶

同
A
M
O
A
M仇
従
ツ
ア
|
」

小
川
H
A
M
機
と
遊
園
施
設
を
し
た
。
旅
行
取
級
い
業
者
は

-

・
Mmr

竺
留

ドト
M
M
M
M
日
刊
川
市
立
パ
削
仰
い
九
州
市
白
川
町叫
ん

-
カ

E

q
H
U訂
以
諮
問
け
町
民
主
十
M
Mわ
M

料
品

目

.‘
F
m
p

』

る
に
至
り
ま
し
た
。
幸
い
な

ι
な
る
で
し
ょ
う
。
加
え
て
、
す
の
で
こ
の
凸
…
も
安
心
で
す
。
川

町

d
g
タ

い
日
比
M
L
u
n
お
申
込
み
は
お
早
め
に
四

回

目

τ
ン

削

じ

れ

片

山

口

ド

業

務

用

海

外
視
察
経
費
と
し

圃

目

4
4
1

セ

る
た
め
、
ン
カ
ゴ
/
オ

l
ラ

て

認

め

ら

れ

る
の
も
便
利
な

.

圃

F
旬

、

司

ー

ン
ド
に
重
点
を
置
く
旅
程

を

と

こ
ろ
で
す
。

U

・
4阿
川

町

』

組
み
ま
し
た
。
本

紙

ツ

ア

!

こ

の

ツ

ア

ー
は
成
問
空
港

.

・
4
川

0

日川れれ
i
m
れU
M
M
υ

口町内川
町
ド
パ
け
γ
劃

-

A
円

C

と

に

な

り

手
。

乗
継
ぎ
便
の
手
配
も
お
手
伝

劃

』，

A
I
固
め
ツ
ア
ー
の

特

徴

は

い

い

た

し

ま

す

。

そ

の

他

3
.

園、
J

P

U
に
日
似
削
れ
i

同

軒

以

わ

れ

れ

山

路

町

-r、

E

る
A
M
O

A
ン
ョ

l
と

大

唱

に

お

問

い

合

わ

せ

、
お
申
し

副

-
E
E

遊
間
施
設
の
展
示
会
I
A
A

込
み
下
さ
い
。

・

.

a

'

'

.

P
A
シ
ョ

ー
を
悦
然
し
、
世

宮

前

)
3
1
4
・
0
3
0
9

1

1

R

m

い

h
弘

界
の
ア
ミ

ム
|
ズ
メ
ン
ト
業

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
通
信
社

圃

圃

h

l

者
が
沌
回
す
る

E
P
C
O
T

g
(ω
)7
6
4
・
4
1
5
1
t

H

凡
『

P

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
プ
ツ

近

畿

日

本

ツ

リ

ス

ム

-

-

-
a，F

-

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
フ
ロ
リ

よ
本
町
支
庖
(
担
当

E

m

国

L
E

二

町

一
米
I

一川
一

二

・

一剛
一

一州一

回
恥
グ

一鯛
一

…一一園

田
勧
騨

再

づ一
園

田
線
開
幽
剣
面

一
回-

・
6
湖
、
画

世
・

咽

(

[

世

田

•••••••••••••••• 
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月日 鋳錨地紡問地 内 容

11月 成 国 発 ユナイテッド航空(UA)にて出発ー日付変更線 シア

6自ω Y 内 ゴ 嫡 トルで入国芋続後最継ぎ {シカゴ)

2 
7日 (シ カ ゴ) AMOAXキスポ86視察

白幽 (11/6-8) If 

3 
S自 (シ カ ゴ) 引車続l<AMOAXキスポ86視察

凶 午後:シカゴ市内AM鍵界視察 { If 

4 
9日 y ‘ カ ゴ ，事
(目1 タ ン ，、. . .後プッシュガーデン視察 {タンパ)

5 
10日 タ ン パ E専用パスでサイプレスガーデン亙びシーワールドオプ

明) ディズ.:.-ワールド 7ロリダ(-視S {ディズニーワールド}

11日 {ディズエーワールn EPCOTセンター捜察

ω If 

7 
12日 {ディズニーワ-)H) EPCOTセンター.マジックキンデダムを自由捜察

帥。 ( If 

8 
13自 {ディズエーワールド) 1 A A P A86視耳障

榊 (11/13-15) If 

9 
14日 オーヲンド錆

噛島 ラスベガス 婚 鋪後書自由ジノ視察 (ラスベガス)

10 
15日 ヲスベガス 発 婚後サン7ランシスヨ市内AM鎌界視察

出 サンフランシスコ婚 (サンフランシスコ)

1 1 
16目 サン7"ンシスコ宛 ユナイテッド航空にて帰国の途に

改正版日程・コース

:夜 、・事、-

ERNATIQNAL AMUSEMENT NEW全:
・略毛、 - 、.~ '.九一::;ふth-JL-j

引で -:-J延r伝説 ♂:な議出;，i.

門
川
阿
川
川
同
U
U
H
U
U

旅
行
費
用
五
十
六
万
円
の

内
わ
け
は
、
航
空
運
賃
、
団

体
行
動
中
の
交
通
費
、
宿
泊

費
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
入
場
料
ほ
か
、
団
体
行
動

中
の
税
金
、
チ

ッ
プ
な
ど
。

食
事
は
機
内
食
の
ほ
か
、
全

朝
食
、
昼
食
二
回
、
夕
食
五

回
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
旅
行
費
用
に
含
ま
れ
な
い

も
の
は
波
航
手
続
に
関
す
る

も
の
、

A
M
O
A
-
-
A
A

P

A
登
録
料
、
任
意
保
険
料
、

例
人
的
費
用
な
ど
|
|
で
、

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

説
明
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
旅
行
費
用
は
、

••••••••• 
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，，‘、

レ

車線の変化、

圃・力、•• 

カ
|
レ
ー
ス
を
テ

l
マ
と

し
た
T

V
シ
ミ
斗
レ
|
シ

ヨ

ン
ゲ
ー
ム
機
「
ア
ウ
ト
ラ
ン
」

が
、
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社
東
点
、

山
仙
下
椛
社
長
)
か
ら
九
月
下

旬
発
売
と
な
る
。

こ
れ
は
同
社
二
必
の
均
体

感
ゲ
ー
ム
H

シ
リ
ー
ズ
の
新

作
で
、
州
日
聞
の
ゲ
!
ム
進
行

に
応
じ
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
来

「
マ
リ
ン
ボ
i
ト
」
も

上
と
足
元
に
そ
れ
ぞ
れ
子
グ

マ
が
い
る
。
お
じ
さ
ん
の
胸

に
赤
、
賞
、
緑
の
三
つ
の
ボ

タ
ン
が
付
い
て
お
り
、
ボ
タ

2
人
同
時
プ
レ
イ
、
途
中
参
加
も

一
ム
き
攻

「
バ
ブ
ル
ボ
ブ

ル
」
基
板

人
が
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

敵
を
倒
し
て
い
く
。
な
お

s

人
が
プ
レ
イ
山中
の
時、

も
う

晴
人
が
ゲ
ー
ム
法
山中
か
ら
い

つ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
岡
山
必
幽
而
で
パ
タ
ー

ン
に
よ
リ
迷
路
状
、

階
肘
状
、

あ
る
い
は
海
の
中
と
さ
ま
ざ

ま
に
変
わ
っ
て
い
く
。
全
部

で
百
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
、
こ

れ
に

一
定
条
件
で
映
し
出
さ

れ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
幽
闘
が
あ
る
。
二
万
向
レ

バ
!
と
二
つ
の
ボ
タ
ン
(
ア

ワ
叫
吐
き
と
ジ
ャ
ン
プ
)
を
総

ア
タ
イ
ト

l
の

ア
ワ
を
吐
い
て
敵
を
や
っ

つ
け
て
い
く
と
い
う
内
容
の

コ
ミ
カ
ル
な
T

V
ゲ

i
ム
機

「
パ
プ
ル
ポ
ブ
ル
」
が
、
附

タ
イ
ト

i

(ぶ
・
社
東
京
、
未

角
安
次
郎
社
長
)
か
ら
九
刈

上
旬
発
光
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
コ
ミ
カ
ル
で
来
し

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
続
々
と

登
場
す
る
も
の
で
、
一
人
用

の
相
場
合
は

n
バ
ブ
ル
ン
H

を

操
作
し
、
二
人
用
で
は
も
う

一
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
か

ι
ボ

ブ
ル
ン
。
を
同
時
に
操
作
し

(二
人
が
ヨ
コ

に
並
ぷ
)
二

壇の浦から鎌倉まで頼朝を倒すため

車
問える

基板「源平討魔伝」ナムコから

制
。
の
浦
の
戦
い
で
敗
れ
た

子
家
の
似
し
ゅ
う
を
テ
ー
マ

と
し
た
T

V
ゲ
ー
ム
機

「
源

平
村
庇
伝
」
が
、
側
ナ
ム

コ

(本
社
以
京
、
・
中
村
旅
枕
社

長
)
か
ら
卜
川

一
一凶
党
必
と

な
る
。

こ
れ
は
平
家
が
全
滅
し
た

後
、
源
相
朝
が
庇
峡
を
昨
い

て
天
下
を
征
し
て
い
る
の
で

世
が
乱
れ
て
い
る
と
い
う
設

定
で
、
こ
の
た
め
一
大
帝
が
平

家
の
亡
者
の
中
か
ら
一
人
の

武
士
か
平
景
清
u

を
よ
み
が

え
ら
せ
、
景
清
が
頼
朝
を
討

つ
た
め
に
鎌
倉
へ
上
る
、
と

画』

ぶ?l
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っ
た
ス
ポ
ー
ツ
カ

i
の
コ
ッ

ク
ピ

ッ
ト
が
動
く
と
い
う
も

の
。

こ
の
ほ
か

C
G
を
駆
使

し
た
鮮
明
副
像
、
ゲ
ー
ム
中

に
流
れ
る
白
楽
を
プ
レ
イ
ヤ

ー
が
ス
タ
ー
ト
前
に
選
べ
る

こ
と
(
ゲ

l
ム
機
で
は
初
め

て
の
ぷ
み
)
な
ど
が
特
徴
。

州
州
は
此
色
が
中
央
部
か
ら

拡
大
し
な
が
ら
ド
部
へ
流
れ

て
い
く
。
全
部
で
五
ス
テ
|

ン
を
押
す
と
「
元
気
か
」
「
勉

強
し
て
い
る
か
」
「
遊
ん
で

い
る
か
」
と
三
純
類
の
音
声

が
出
る
。
作
動
時
聞
は
九
十

秒
(
切
り
替
え
可
能
)
で
、

作
動
中
メ
ロ
デ
ィ
ー
(
二
曲

切
り
替
、
ぇ
)
が
流
れ
る
。
二

人
乗
り
で
定
価
未
定
。

次
に
「
マ
リ
ン
ボ

l
ト」

だ
が
、
問
機
は
ク
ル
ー
ザ
|U 

織のアンクル•• 
作
す
る
。

敵
を
や
っ
つ
け
る
に
は
、

ア
ワ
攻
幣
で
ア
ワ

の
中
に
敵

を
閉
じ
込
め
て
か
ら
、
バ
ブ

ル
ン
(
怪
獣
の
子
ど
も
の
よ

う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
)
の
角

や
作
び
れ
で
ア
ワ
の

-hを
澗

る
と
、
敵
が
フ
ル
ー
ツ
に
変

化
、
こ
の
フ
ル
ー
ツ
を
取
っ

て
し
ま
う
と
敵
は
消
滅
し
て

得
点
と
な
る
。
敵
を
閉
じ
込

め
た
ア
ワ
は
円
十
〈
割
ら
な
い

と
、
敵
が
応
に
反
リ
よ
り
強

源平射tIl伝

い
う
も
の
。

C
G
を
駆
使
し

た
凝

っ
た
州
像
で
、
デ
ー
タ

矧
が
泌
?
で
ぶ
示
さ
れ
る
な

ど
、
独
特
の
族
問
気
か
探
う

削
而
に
な
っ
て
い
る
。
全
部

で
約
五
卜
パ
タ
ー
ン
あ
り
、

パ
タ
ー
ン
に
よ
り
ス
ク
ロ
ー

ル
の
万
向
が
、
ヨ
コ
の
み
、

タ
テ
と
ヨ
コ
あ
る
い
は
タ

テ

・
ヨ
コ

・
ナ
ナ
メ
と
異
な

る
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
八
万
向

レ
バ
ー
と
二
つ
の
ボ
タ
ン

(
剣

と
ジ

ャ
ン
プ
)
に
よ
り
最
前

を
操
作
す
る
。

誠
治
は
一
型
の
減
か
ら
鎌
倉

へ
向
か
う
が
、
長
門
の
固
と

京
都
で
そ
れ
ぞ
れ
道
が
三
通

り
に
分
か
れ
て

い
る
(
鳥
居

が
三
つ
あ
り
、
い
ず
れ
か
の

鳥
居
ま
で
行
く
)。途
中
で
強

敵
の
義
経
や
弁
慶
と
戦
い
、

屯
や
魔
物
を
倒
し
な
が
ら
進

む
。
欽

-hを
繰
る
弁
鹿
に
対

し
て
は

J
弁
慶
の
泣
き
所
u 旬、旬、

句、

ジ
の
民
間
が
あ
り
、
述
中
に

分
岐
点
が
あ
る
た
め
ゴ

l
ル

は
・
九
つ
。
品川
以
は
ア
ル
プ
ス

を
噌
む
ハ
イ
ウ
ェ
イ
、
断
川
九

日
山
川
い
の
ロ
ー
ド
な
ど

1
・h
シ

ー
ン
が
あ
り
、
コ
ー
ス
に
は

市
総
が
変
わ

っ
た
り
、
ア
ッ

フ
ダ
ウ
ン
す
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
ス
ピ
ー
ド
感
だ
け
で
な

く
ス
テ
ア
リ
ン
グ
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
山
本
し
め
る
。
走
行
に

応
じ
て
掛
気
管
や
追
い
越
す

仙川
の
エ
ン
ジ
ン
hu
け
の
ほ
か
、

胤
を
切
る
行
や
海
辺
を
定
る

川
の
淡
の
山
け
な
ど
も
リ
ア
ル

に
ぷ
削
仇
さ
れ
る
。
プ
レ
イ
ヤ

ー
は
巡
松
附
に
雌
り
、

ハ
ン

ド
ル
、
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ
ー

キ
、
シ
フ
ト
レ
バ
ー
を
傑
作

す
る
。

タ
イ
マ
ー
制
で
、
左
上
に

表
ぶ
の
タ
イ
マ
ー
が

O
に
な

れ
ば
ゲ
ー
ム
終
了
だ
が
、
ス

テ
ー
ジ
ご
と
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ

8
種
類
の
忍
法
を
駆
使
し
て

悪
霊
か
ら
姫
救
う

日
本
物
産
か
ら
「
妖
魔
忍
法
帖
」

剣
士
と
怒
沼
市
問
の
戦
い

を
テ
!
?
と
し
た

T
V
ゲ
ー

ム
機

「妖
魔
忍
法
帖
」
が
、

円
本
物
産
附
(
本
社
大
阪
、

鳥
井
末
治
社
長
)
か
ら
卜
刈

ボ
ー
ト
を
モ
デ
ル
に
し
た
も

の
で
、
同
社

H

木
馬
シ
リ
ー

ズ
々
の
新
作
。
作
動
時
間
九

十
秒
(
切
り
替
え
可
能
)
、

作
動
・
中
に
童
話
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
が
流
れ
、
ま
た
運
転
席
の

レ
バ

ー
に
よ
り
ホ

i
ン
が
鳴

る
。
動
き
は
左
右
へ
の
ロ
ー

リ
ン
グ
。
二
人
乗
り
で
、
定

価
未
定
。

7 リンポー ト

バブルポブル

カ
に
な
る
の
で
注
立
。
州
印

上
下
の
通
気
孔
か
ら
E
X
T

E
N
D
の
-X
千
の
ア
ワ
が
ラ

ン
ダ
ム
に
現
わ
れ
、
こ
れ
を

全
締
取
り
集
め
る
と
そ
の
ハ

タ

i
ン
は
ク
リ
ア
と
な
り

山
川
恥
し
い
デ
モ
州
耐
に
な
る
と

と
も
に

一
川
迫
加
と
な
る
。

敵
と
彼
触
し
た
り
計
や
火
、

ウ
イ
ス
キ
ー
の
ど
ン
な
ど
に

当
た
る
と
:
れ
か
倒
れ
、
持

ち
数
が
全
部
倒
れ
る
と
ゲ
ー

ム
終
了
側
代
の
追
加
投
入

で
そ
の
場
刷
か
ら
の
継
続
プ

レ
イ
が
可
能
。
什
俗
似
販
売
の

み
で

O
P
悩
絡
十
問
万
八
千

円
。
な
お
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

フ
オ
|
メ

l
シ
ョ
ン
」
か
ら

の
改
造
キ
ッ
ト
も
九
月
下
旬

発
売
と
な
り
、

o
p価
桁
五

万
八
千
円
。

定
置
回
転
式

「森
の
ア

ン
ク
ル
」

ク
マ
と
お
じ
さ
ん

を
鈍
い
、
巨
大
な
屯
は
姻
に

一
一
惨
を
加
え
る
と
よ
い
。
た

だ
し
地
而
に
設
け
ら
れ
た
穴

に
注
立
。

こ
の
火
に

rm
ち
る

と
此
・
以
に
入
っ
て
し
ま
い、

現
世
に
民
る
に
は

一
定
条
件

が
深
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

鎌
合
に
入
れ
ば
い
よ
い
よ
似

仰
と
対
決
す
る
が
、
川
相
川
別
を

倒
す
に
は
三
純
の
神
総
(鋭、

剣
、
玉
)
が
必
要
。

こ
れ
は

鎌
倉
へ
若
く
ま
で
の
道
中
で

探
し
出
し
、
手
に
入
れ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
得
点
は

敵
を
倒
す
ご
と
に
、
そ
の
敵

に
応
じ
た
点
数
が
画
簡
友
上

に
「
徳

O
九
八
五

O
O」
と

い
う
形
で
加
算
さ
れ
て
い
く
。

画
面
左
下
に
は
剣
の
強
さ
、

銭
の
数
、
命
を
表
す
ロ

l
ソ

ク
の
三
純
績
の
デ
ー
タ
が
一ぶ

さ
れ
て
い
る
。
同

い
物
を
切

る
と
剣
の
成
h
M
が
減
り
、
雌

物
と
の
攻
防
で
ダ
メ
ー
ジ
を

基
板

中
旬
発
売
と
な
る
。

こ
れ
は
剣
じ

ゅ
波
兵
衛
。

が
、
思
誌
に
捕
わ
れ
た
姫
を

政
山
す
る
と
と
も
に
恋
芯
叩
早

川
を
倒
し
て
い
く
も
の
で
、

巻
き
物
を
取
る
と
選
択
に
よ

り
八
紐
矧
の
忍
法
が
使
え
る

よ
う
に
な
る
。
全
部
で
八
ス

テ
ー
ジ
の
展
開
。
悪
霊
の
首

何
酬
が
町
内
心
し
い
形
相
で
画
面
に

大
き
く
現
れ
る
な
ど
、
ホ
ラ

ー
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
面
白
さ

も
あ
る
。
画
面
は
タ
テ
に
ス

ク
ロ

ー
ル
し
て
い
く
。
操
作

は
八
方
向
レ
パ
!
と
二
つ

の

ボ
タ
ン
(
攻
撃
と
忍
法
選
択
)

を
駆
使
。

敵
は
お
堂
の
中
に
ひ
そ
む

忍
者
、

空
中
か
ら
来
襲
す
る

忍
打
邪
問
、
糸
を
吐
き
な
が

ら
襲
っ
て
く
る
大
グ
モ
、
池

や
必
の
周
り
を
保
っ
て
い
る

亡
訟
な
ど
が
い
る
。.
こ
れ
ら

を
発
射
で
迎
靴
下
す
る
が
、
忍

法
を
使
わ
な
い

と
倒
せ
な
い

敵
が
多
い
。
自
必
法
は
画
面
上

の
雌
神
像
を
似
峻
し
て
出
て

• • 

受
け
る
と
命
の
ロ

l
ソ
ク
の

本
数
が
減

っ
て
い
く
。

こ
の

ロ
|
ソ
ク
が
す
べ
て
な
く
な

る
と
ゲ

l
ム
終
了
。
た
だ
し

雌
物
を
や

っ
つ
け
た
時
に
践

を
仰
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

鋭
を
た
め
て
お
く
と
、
後
で

難
易
度
川
段
階
、

命
の
ロ
|
ソ
ク
な
ど
と
交
換

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
京
都
ま
で
は
碩
伐
の
追

加
投
入
で
、
ゲ
ー
ム
終
f
叫

の
刊
明
日
聞
か
ら
の
継
続
プ
レ
イ

が
で
き
る
。
ぷ
日
桜
キ
ッ
ト
版

H
M
O
P
価
桁
卜
六
万
円
。

イ
ン
ト
を
通
過
す
る
と
タ
イ

マ
ー
数
が

mえ
る
。

コ
ー
ス

か
ら
は
ず
れ
た
り
、
ク
ラ
ッ

シ
ュ
す
る
と
タ
イ
ム
ロ
ス
と

な
る
ボ
デ
ィ
ー
は
ド
氏

ρ

製
で
左
わ
れ
へ
五
山
傾
斜
。
デ

ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
(
お
勺
画

面
)
で

O
P
価
絡
百
二
十
八

万
七
千
円
。
な
お
同
社
で
は

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
、
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
タ
イ
プ
も
順
次

発
売
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

く
る
巻
き
物
を
取
る
と
、
巻

き
物
に
よ
り
異
な
る
忍
法
を

使
え
る
。
獲
得
し
た
忍
法
は

画
面
下
部
に
絵
柄
に
よ

っ
て

表
示
さ
れ
、
使
い
た
い
忍
法

の
絵
納
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ

せ
、
攻
犠
ボ
タ
ン
を
押
す
と

そ
の
忍
法
に
よ
る
攻
継
が
で

き
る
。
忍
法
の
純
矧
は
①
防

御
脱
(
下
・
災
剣
を
州
き
返
す
)
、

②
煙
草
川
抑

(
隠
れ
た
敵
に
効

果
的
)
、
③
火
屯
、
④
光
の

・炎、

⑤
大
砲
、
⑥
泊
波
、
⑦

竜
巻
、
③
光
の
剣
上
(
味
方

と
な
っ
て
共
に
敵
と
戦
う
)

ー
ー
の
八
種
類
。

姫
は
途
中

で
現
れ
る
。
救
出
す
る
と
後

半
は
姫
を
連
れ
な
が
ら
敵
と

戦
う
こ
と
に
な
る
。
敵
と
の

接
触
や
悌
を
受
け
る
の
が
二

固
ま
で
は
大
丈
夫
で
、

三
回

目
で
一
人
ア
ウ
ト
と
な
る
。

三
人
倒
れ
る
と
ゲ

l
ム
終
了

だ
が
、
二
疋
得
点
以
上
で
一

人
追
加
と
な
る
。
基
板
版
売

で
価
絡
未
定
。

-
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2
人
同
時
プ
レ
イ
も

カ

を
=包
匡事

評
価

フ
ジ
ワ
ラ

「
ス
ー
パ

ー

オ

セ

ロ
」

基
板

オ
セ
ロ
を
係
用
し
た
T

V

ゲ

l
ム
機
「
ス

l
川
|
オ
セ

ロ
」
が
、
間
フ
ジ
ワ
ラ
(
本

杜
東
京
、
藤
原
丞
社
長
)
か

ら
六
月
下
旬
か
ら
発
売
さ
れ

作
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
同
社
「
オ
セ
ロ
」

を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
も

の
で
、
附
ツ
ク
ダ
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
家
庭
用
T

V
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト

「
オ
セ
ロ
」
を
業
務
用

化
す
る
叶
川
を
得
て
お
り
、

同
家
庭
川
ゲ

l
ム
を
H

柄
本
に

さ
ま
ざ
ま
な
フ
イ
|
チ
ャ
ー

を
付
け
加
、
え
て
い
る
。

ル
ー

ル
は
泌
九
%
の
オ
セ
ロ
と
同
じ

で
、
山
間
作
は
八
万
向
レ
バ
ー

で
回
市
上
の
カ
ー
ソ
ル
を
移

動
さ
せ
、
決
定
ボ
タ
ン
で
石

を
打
つ
。
主
な
内
谷
は
次
の

と
お
り
。

①
一
人
用
の
場
合
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
挑
戦
、
二
人

用
で
は
二
人
が
同
時
プ
レ
イ

で
対
戦
す
る
。
①
七
級
か
ら

三
段
ま
で
十
段
階
の
力
量
レ

ベ
ル
を
選
択
で
き
る
。
③
画

.
陶
布
上
の
お
じ
い
さ
ん

n
ミ

ス
タ
ー

・
オ
セ
ロ
H

が
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
打
っ
た
予
を
山
戸

と
ぷ
仙
、
し
ぐ
さ
で
汗
価
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
側
が
縦
妙
な
ら

旬、旬、
句、

妖tIll2.洛帖

ニ
コ
ニ
コ
と
ほ
ほ
え
み
、
劣

勢
な
ら
渋
い
表
情
を
す
る
。

ま
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
打
っ
た

手
に
よ
っ
て
「
ア
リ
ャ
リ
ャ
」

正

B

J

、
h
v
'
D
3
F

「込

包

カ

《
0
4
u
t
、Z冶

4
a
』

ザ

革

の
勝
ち
か
な
」
な
ど
と
し
ゃ

べ
り
か
け
て
く
る
。
④
ゲ
ー

ム
は
タ
イ
マ

ー
制
で
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
打
つ
時
に
考
、
え
た

時
間
だ
け
タ
イ
マ
ー
が
減
っ

て
い
く
。
trfえ
す
ぎ
る
と

一

定
時
間
で
'H動
的
に
打
.わ
さ

れ
る
。
一

J
A
A口は
宅
分
か
ら

.
ム
分
で
終
わ
る
今
一
人
川
)。

一
人
間
で
コ
ン
ヒ
ュ

i
タ
ー

に
勝
て
ば
、
白
け
る
ま
で
次

の
対
日
何
へ
と
進
ん
で
い
く
。

た
だ
し
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

い
く
の
で
、
勝
ち
続
け
る
こ

と
は
少
し
熊
し
い
。
⑤

H

待

っ
た
u

を
二
固
ま
で
か
け
ら

れ
る
。
⑥
ゲ
ー
ム
中
に
音
楽

が
流
れ
る
。
基
板
販
売
の
み

で
定
価
十
二
万
八
千
円
。

-数々 のフィーチャーを秘めてグ

(ロイヤルサブ)
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順
行
と
逆
行

(18) 

阿
利
子
は
知
ら
な
い
聞
に

一
佐
藤
の
話
に
ひ
き
ず
り
こ
ま

一
れ
熱
中
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

一

「
あ
ら
、
時
聞
は
大
丈
夫

一
か
し
ら
」

一

時
計
を
見
た
ら
時
聞
は
お

一
も
っ
た
よ
り
も
ず

っ
と
経
つ

一
て
い

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

一

時
間
は
正
出
な
も
の
で
ゐ

一
る
と
阿
利
子
は
お
も
う
。
会

一
社
な
ど
で
こ
れ
と
い

っ
た
仕

一
い
や
が
な
い
時
に
は
い
つ
ま
で

一
縫
っ
て
も
時
は
過
ぎ
て
行
か

一
な
い
の
に
、
楽
し
く
充
実
し

一
て
い
る
時
に
は
時
閉
め
密
度

一
は
ず

っ
と
波
く
す
ぐ
に
過
智

一
去
っ
て
し
ま
う
。

一

「
お
や
、
こ
の
砂
浜
に
百

一
合
が
咲
く
の
で
す
か
」

ン
一

「
い
や
あ
こ
れ
は
私
の

'一

両
が
下
手
な
も
の
で
百
合
に

、ュ一

見
え
る
の
か
な
あ
」

マ
一

「
百
合
と
は
追
う
よ
う
に

.
L
見
え
る
け
れ
ど
も
こ
の
花
の

i
一
名
前
を
必
は
知
ら
な
い
も
の

一一

で
つ
い
そ
う
言
っ

た
ま
で
で

に

一
す
わ
」

h
J
一

「
こ
れ
は
浜
木
綿
の
つ
も

一
り
で
怖
い
た
ん
だ
」

一

「あ
こ
れ
が
浜
木
綿
な

一
の
で
す
か
、
私
名
前
だ
け
で

一
実
物
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
。

一
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
繋
が
全
然

一
違
う
わ
。
浜
木
綿
の
築
っ
て

一
葉
蘭
を
細
く
長
く
し
た
よ
う

号
一

な
も
の
で
ず
い
ぶ
ん
と
茂
る

3
一
の
で
す
ね
」

刈
一

「
こ
の
温
泉
マ
ー
ク
の
よ

第
一
7
な
も
の
は
何
で
す
か
」

阿
利
子
は
ま
た
知
ら
な
い

聞
に
佐
緩
の
イ
ラ
ス
ト
に
熱

中
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

台
地
を
包
閉
し
て
い
る
三

方
の
丘
の
う
ち
、
東
の
任
の

方
に
山
水
が
幼
い
て
山
米
た

前
後
三
石
市
本
ぐ
ら
い
の
問
状

の
池
が
あ
り
、
西
の
丘
の
方

に
滋
泉
マ
ー
ク
が
印
し
て
あ

っ
た
。「あ

1986年 10月1日

そ
れ
は
温
泉
な
ん

.・
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だ
よ
」

「
キ
す
め

の
で
す
か
」

「
束
の
斤
.
と
悶
の
丘
の
五

と
は
ど
う
も
ち
が
っ
た
地
下

水
脈
が
は
し
っ
て
い
る
よ
う

な
ん
だ
」

「
な
ん
だ
か
刷
版
が
沿
い

て
き
た
み
た
い
だ
。
も
う

一

脈
何
か
此
お
う
か
」

ァ
え
え
私
も
こ
の
ユ

ー
ト

ピ
ア
の
話
に
芯
か
れ
て
し
ま

出
泉
ま
で
出
る

連連小説く65>

。

っ
て
咽
喉
が
か
ら
か
ら
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
み
た

い
」

「
マ
ダ
ム
同
じ
も
の
を

も
う

一
杯
ず
つ
お
願
い
し
ま

す
」

「
温
泉
が
出
て
き
た
か
ら

瑚
排
な
ん
か
で
お
か
し
い
け

れ
ど
も
、
佐
泌
さ
ん
の
ユ

ー

ト
ピ
ア
に
乾
麻
」

「乾
料
あ
り
が
と
う
」

「
で
こ
れ
は
何
処
に
あ

る
の
で
す
か
」

「来
京
か
ら
点
で

一
時
間

ち
ょ
っ
と
」

「
そ
ん
な
近
く
に
」

「
今
度
案
内
し
ょ
う
か
」

「、ぇ、え」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
阿

利
子
は
つ
い
調
子
に
の
っ
て

佐
藤
に
そ
の
場
所
を
案
内
し

て
庇
う
こ
と
に
な
っ
た
。

天
気
が
い
い
目
だ

っ
た
。

快
附
だ

っ
た
。

佐
必
の
家
へ
米
て
く
れ
と

い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
阿
利

子
は
休
必
の
家
へ
行
く
。

ル
川
町
膝
の
家
の
前
に
は
メ
ル

セ
デ
ス

・
ベ
ン
ツ
の
中
で
も

い
ち
ば
ん
大
き
い
明
の
も
の

が
と
ま
っ
て
い
た
。

ζ〉
濃
い
紺
の
背
広
を
着
た
、

ど
う
や
ら
運
転
手
ら
し
い
人

が
ト
ラ
ン
ク
に
い
ろ
い
ろ
な

何
物
を
入
れ
て
い
る
。

「
ゃ
あ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

早
か
っ
た
ね
」

「も
っ
と
時
間
が
か
か
る

と
お
も
っ
て
ん
ぷ
を
出
た
ん
で

す
け
ど
お
も
っ
た
よ
り
も
ず

っ
と
早
く
つ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
わ
」

「向
う
に
は
山
も
何
も
な

い
も
の
だ
か
ら
み
な
家
か
ら

持
っ
て
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な

い
ん
だ
よ
」•• 

「
そ
う
言
っ
て
下
さ
れ
ば

径
一
の
弁
当
ぐ
ら
い
用
意
し
て

き
ま
し
た
の
に
」

「
い
や
い
や
家
内
の
弁
当

が
楽
し
み
な
も
ん
で
ね
。
も

っ
と
も
附
利
ち
ゃ
ん
に
は
ど

ん
な
も
の
だ
か
分
ら
な

い
の

だ
け
ど
」

「
お
や
お
や
制
円
十
く
か
ら

折
角
の
休
み
だ
め
に
、
年
市

り
の
酔
筏
に
お
つ
き
あ
い
阪

く
そ
う
で
訂
鰍
う
ご
ざ
い
ま

す
」ぴ

し
っ
と
や
川
物
で
き
め
た

ま
だ
花
を
充
分
に
践
し
て
劇

に
は
奈
若
し
い
色
気
さ
え
感

じ
さ
せ
る
佐
議
の
奥
さ
ん
が

小
さ
な
風
呂
敷
包
を
手
に
し

て
出
て
き
た
。

「奥
さ
ま
も
」

風
呂
数
包
み
を
助
手
席
に

置
い
た
後
佐
藤
の
奥
さ
ん
は

涼
し
い
微
笑
を
浮
べ
な
が
ら

「
い
、
ぇ
残
念
で
す
け
ど

一

寸
用
怖
が
山
米
ま
し
た
の
で
。

不
悦
な
と
こ
ろ
で
す
の
よ
」

「
で
も
米
ぶ
か
ら

一
時
川

ち
ょ

っ
と
で
し
ょ
う
」

「ま
あ
佐
川
械
が
そ
ん
な
胤

に
J
っ
た
の
で
す
か
」

「
は
い
」

「
そ
れ
は
道
が
出
来
た
ら

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
よ
」

「
じ
ゃ
あ
今
は
ま
だ
道
が

な
い
ん
で
す
か
」

「え
、
ぇ
道
が
な
い
の
に

も
何
も
、
あ
の
場
所
へ
は
今

は
山
川
で
し
か
行
け
な
い
の
よ
」

「
中

g
bめ
」

「驚
く
で
し
ょ
う
」

7
1
u
i
t
 

・
μ
1白
川
晶

J
H
1
ト
h
」

「
-
」
れ
は
治
ま
で
な
ん
で

す
」

「
あ
な
た
阿
利
子
さ
ん
に

ち
ゃ
ん
と
説
明
し
て
あ
げ
な

健吉和佐

か
っ
た
の
で
す
か
」

「、7
ん
」

と
佐
必
は
照
れ
臭
い
よ
う

な
感
じ
で
縦
を
む
い
た
。

「
山
対
が
厭
だ
っ
た
ら
帰
っ

て
も
い
い
よ
」

「
ま
あ
伽
加
点
任
な
」

と
奥
さ
ん
は
阿
利
子
に
代

っ
て
胞
を
立
て
て
い
る
。

「山町がりト
H

千
な
ら
、
ニ
め

が
で
阿
利
ち
ゃ
ん
を
家
に
送

っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
だ
よ
」

ー
お
滋
り
し
た
ら
す
む
こ

と
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
」

「私
舟
か
大
好
き
で
す
か

•• 

ら
御
心
配
な
く
」

「
で
も
今
日
中
に
は
家
ま

で
帰
れ
る
か
し
ら
」

「そ
り
ゃ
大
丈
夫
だ
よ
、

事
と
舟
と
で

一
時
間
ち
ょ
っ

と
の
距
離
な
ん
だ
か
ら
」

山
下
の
中
は
非
常
に
居
心
地

が
よ
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

少
し
の
シ
ョ
ッ
ク
も
な
く

滑
る
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
を
し

て
加
速
減
泌
も
ス
ム
ー
ズ
で

カ
l
ヴ
を
切
る
の
も
よ
ほ
ど

旅
立
を
し
て
い
な
い
と
身
体

に
反
応
を
あ
た
え
な
い
よ
う

な
具
合
で
あ
る
。

や
や
小
さ
め
の
テ
ー
ブ
ル

に
級
せ
て
あ
る
コ
ッ
プ
の
中

の
液
体
が
全
然
揺
れ
を
見
せ

介事

L

。
運
転
手
の
技
術
も
大
変
な

も
の
で
あ
ろ
う
、
が
、
こ
の

運
転
手
と
こ
の
車
と
佐
綴
さ

ん
と
の
関
係
が
阿
利
子
に
は

分
ら
な
い
。

と
い

っ
て
、
逆
転
手
の
背

後
で
そ
う
い
う
こ
と
を
佐
泌

さ
ん
に
弓
ね
る
わ
け
に
も
ゆ

か
な
い

ス
ヒ
1
ド
d

か
は
な
い
の
に

尚
速
道
路
に
あ
が

っ
て
か
ら

こ
の
恥
は
他
の
市
を
す
い
す

い
と
ぬ
き
去
っ
て
、
や
が
て

尚
速
道
路
を
お
り
て

S
地
に

お
く
。

ど
う
や
ら
呼
用
の
却
制
の

よ
う
で
ベ
ン
ツ
が
止
っ
た
般

に
可
成
の
大
き
さ
の
高
速
艇

が
集
い
で
あ
っ
た
。

ベ
ン
ツ
が
止
る
か
止
ら
な

い
う
ち
に
艇
の
人
が
ト
ラ
ン

ク
に
近
寄
り
す
ぐ
に
荷
物
を

艇
に
運
び
、
』
ん
だ
。

「
外
に
」

「そ
れ
で
全
部
だ
よ
。
ぁ、

こ
れ
こ
れ
、
う
っ
か
り
し
て

忘
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ

っ

た
よ
」

と
依
泌
さ
ん
は
さ
っ
き
奥

さ
ん
が
附
い
て
い

っ
た
風
仏

倣
包
み
を
予
に
し
て
艇
に
の

っ
た
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・まさにマルチタイプの愈高級機
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I新嵐営法で!ゲ11ムセシターはどう変るか7:::J「新風営:法入門講座11⑭:I

-， 

iJ!1 
行

」
と
は

賭
博
罪
に
至
ら
な
い
が
、

そ
れ
に
近
い
行
為
す
べ
て

間

最
近
の
事
例
で
す
が
、
と
し
、
風
俗
営
業
の
う
ち
業

新
風
営
法
施
行
条
例
で
定
め
概
ご
と
の
遵
守
事
項
を
「
特

て
い
る
こ
と
の
多
い
「
営
業
別
遵
守
事
項
」
と
し
て
い
ま

所
で
、
賭
博
類
似
行
為
そ
の
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

他
著
し
く
客
の
射
宰
心
を
そ
今
話
題
に
し
て
い
る
も
の
を

そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
「
八
号
営
業
に
係
わ
る
特
別

し
、
又
は
客
に
こ
れ
ら
の
行
事
指
(
」
の
ひ
と
つ
だ
、
と
い

為
を
さ
せ
な
い
こ
と
」
に
抵
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

触
し
な
い
よ
う
、
鵬首
察

庁

が

そ

れ

で

、
ま
ず
必
要
な
の

J
A
M
M
A
を
通
じ
て
注
意
は
実
例
で
す
。
新
風
営
法
施

を
促
が
す
、
と
い
う
こ
と
が
行
条
例
が
ど
の
都
道
府
県
で

あ
り
ま
し
た
。

も
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
あ

問
題
の
発
端
が
メ
ー
カ
ー
り
ま
せ
ん
か
ら
。
三
、
四
掲

側
の
販
促
活
動
に
あ
っ
た
こ
げ
て
み
て
下
さ
い
。

と
か
ら
、

J
A
M
M
A
を
通

問

「
賭
博
類
似
行
為
:・

し
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ

:
・」
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
に

た
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
限
っ
て
見
て
い
く
わ
け
で
す

こ
う
い
う
の
は
「
八
号
営
業
」
ね
。
東
京
、
大
阪
、
愛
知
、

に
関
わ
る
者
す
べ
て
に
と
っ
北
海
道
の
例
を
掲
げ
ま
す
。

て
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま

東
京
都
の
場
合
H

「
と
ば

す
。
と
い
う
の
は

「
賭
博
類
く
そ
の
他
著
し
く
射
幸
心
を

似
行
為
:
:
:
」
の
内
容
が
、
そ
そ
る
行
為
を
し
、
文
は
さ

は
た
し
て
営
業
者
た
ち
に
理
せ
な
い
こ
と
」

(
第
七
条
第

解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
怪

一
項
第
七
号
、

一
般
的
遊
守

し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
事
項
)。

え
る
か
ら
で
す
。

大
阪
府
の
場
合
ー
な
し
。

あ
る
事
例
が
あ
っ
て
、
そ

た

だ

し

「
七
号
営
業
」
に
つ

の
結
果
こ
う
い
う
行
政
指
導
い
て

「著
し
く
射
幸
心
を
そ

が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
は
給
そ
る
よ
う
な
行
為
を
し
、
文

構
で
す
が
、
で
は

「な
ぜ
そ
は
さ
せ
な
い
こ
と
」

(
第
七

う
な
っ
た
の
か
?
」
と
い
う
条
第
三
項
第

一
号
、
特
別
退

理
由
を
知
ら
な
い
よ
う
で
は
、
{
寸
事
項
)。

結
局
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

愛
知
県
の
場
合

l
「
営
業

り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
で
所
で
と
ば
く
類
似
行
為
そ
の

し
よ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
他
著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る

で
、
「賂
悼
類
似
行
為
:
:
:
」
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
又
は
客
に
こ
れ
ら
の
行
為
を

思
い
ま
す
。

さ
せ
る
こ
と
」

(
第
九
条
第

答

都
道
府
県
の
新
風
営

2
項
第
二
号
、
特
別
遵
守
事

法
施
行
条
例
の
う
ち
、

「風

項

)。

俗
営
業
者
の
遵
守
事
項
」
に

北
海
道
の
場
合
ー
な
し
。

あ
る
も
の
で
す
ね
。
旧
法
下
た
だ
し

「
七
号
営
業
」
の
特

の
施
行
条
例
で
は
、
風
俗
営
別
遵
守
事
項
の
い
く
つ
か
が

業
者
全
般
に
わ
た
る
遵
守
事
「
八
号
営
業
」
に
つ
い
て

「準

項
を
二
般
的
遵
守
事
項
」

用
」
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当

•• 

アップライト、コックピット型TVゲーム機
(UPRIGHT / COCKPIT VIDEOS) 

~ne司rne 

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

OCTOBER 

評価(RATING)
機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

前
回

評価
(RATING) 

機種名 (メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

前
回

.~ . 

事
項
は
「
八
号
営
業
」
に
準

用
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
「
七

号
営
業
」
に
つ
い
て
の
み
、

「
著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る

よ
う
な
行
為
を
し
、
又
は
さ

せ
な
い
こ
と
」

(
第
八
条
第

一
項
第

一
号
、
同
条
第
三
項
)。

こ
う
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
も
の
だ
な
あ
と
改
め

て
篤
か
さ
れ
ま
す
ね
。
し
か

し
、

「八
号
営
業
」
の
特
別

遵
守
事
項
と
し
て

「
賭
博
頬

叫
行
為
:
:
:
」
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
が
大
部
分
を
占
め

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

答

愛
知
県
の
施
行
条
例

の
定
め
か
た
が
標
準
的
で
一

番
分
か
り
ゃ
す
い
、
と
評
価

さ
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

東
京
都
の
場
合
の

「
と
ば

く
」
に
つ
い
て
は
、
刑
法
第

一
八
五
条
(
賭
博
罪
)
、
第

一
八
六
条
(
常
習
賭
博
罪
、

賭
博
場
開
張
罪
)
で
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
ざ

わ
ざ
重
複
し
て
規
定
し
た
趣

旨
が
明
確
で
な
い
、
と
さ
れ

て
い
ま
す

(
「
条
解
・
風
俗

営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
、

立
花
書
房一
、
三

一
六
頁
)。

問

そ
れ
は
そ
う
で
す
よ

ね
。
刑
法
に
規
定
し
て
い
る

犯
罪
を
、
ず
っ
と
下
位
の
条

例
で

「特
別
遵
守
事
項
」
と

し
て
盛
り
込
ん
で
も
意
味
が

な
い
は
ず
で
す
か
ら
。
だ
か

ら
東
京
都
の
場
合
の

「
と
ば

く
」
は
行
為
を
示
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
「
と
ば
く
そ

の
他
・
:
:
」
で
、
「
そ
の
他
」

を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の

と
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
れ

で
も
甘
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
る

エンデユーロレーサー (ウイリータイプ) (セガ社)
Enduro Racer (Wheelie Type) (Sega) ........................7.86 

スペースハ リアー(ローリングタイプ) (セグ杜)
Space Harrier (Rolling Type) (Sega) ・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・7.64

TX-l V 8 (辰巳電子)
TX-1 V8 (Tatsumi) ・・・・・・・・一.. . . . . . . . . . . . • . . . . . . • . • . . . . . . . . . • • . 7 . 40 

1 
アルカノイ ド (タイト ー)
Arkanoido (Taito).....................................・・・・・・…"8.651 

2 

6 

2 

@ 

熱血硬派 くにおくん(テ クノス/タイトー)
Renegade (Tech nos/Taito)........... ....一一・・・・・・・・・・・・・…'7.00

スラップファ イト (タイ トー)
Slao Fight (Taito)・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ぃ・'6.90

3 

4 

@ 

@ 

スーノマースプリ ント (ナムコ)
Super Sprint (Namco).....................…・・・….. . . . . . . . . . . 7 . 00 

で
し
ょ
う
か
ね
。

答

東
京
都
の
「
と
ば
く
」

は
、
や
は
り

「賂
肉
類
似
行

為
」
を
示
す
べ
き
だ
っ
た
の

が
、
な
に
か
の
ミ
ス
で
こ
、
つ

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

さ
て

「賭
博
行
為
」
は
刑

法
第
一
八
五
条
を
研
究
す
る

こ
と
に
し
て
、
こ
れ
は
分
か

っ
て
い
る
と
の
前
提
で
話
を

進
め
ま
す
。

す
る
と
「
賭
博
類
似
行
為

と
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い

て
刑
法
の
賭
博
罪
の
構
成
要

件
を
充
足
す
る
ま
で
に
は
至

ら
な
い
が
、
偶
然
の
勝
敗
に

よ
り
財
物
の
得
喪
が
争
わ
れ

る
要
素
が
強
い
と
認
め
ら
れ

る
す
べ
て
の
行
為
」

(
前
掲

書、

同
)
と
な
り
ま
す
。
簡

単
に
一吉
田
う
と
、
賂
悩
吋
罪
を
構

成
す
る
に
至
ら
な
い
が
、
賭

博
採
に
結
び
つ
く
可
能
性
が

強
い
す
べ
て
の
行
為
、
と
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
あ
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

問

要
す
る
に
、
賭
博
罪

に
結
び
つ
き
ゃ
す
い
行
為
、

と
考
、
え
て
い
い
わ
け
で
す
ね
。

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
し

ょ
、っか
。

答

立
法
趣
旨
で
も
説
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
私

に
は
答
、
え
か
ね
ま
す
ね
。

次
に

「
そ
の
他
著
し
く
射

幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
」
で
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
「
右
の
賭
博
類
似

行
為
と
同
じ
よ
う
な
内
答
の

行
為
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
現
実
に
ど
の
よ
う
な
行

為
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
は
、

健
全
な
社
会
通
念
に
よ
り
決

す
る
ほ
か
は
な
い
」

(前
掲

書、
同
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
遊
技
+刀
法
に
偶

然
性
が
強
く
出
る
よ
う
な
も

の
で
、
そ
う
い
う
行
為
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

偶
然
性
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

新
風
営
法
を
勉
強
す
る
会

ハングオン (ライ ドオンタイプ) (セ方、社)
Hang-On (Ride On Type) (Sega) ・…・…・ー・・・………一一6.78

ハングオン(シットダウンタイプ) (セガ社)
Hang-On (Sit Down Type) (Sega) ・・・・・・・・・…・・……... . . . .6 . 73 

スペースハリアー(シッ トダウンタイプ) (セカゃ杜)
Space Harrier (Sit Down Type) (Sega討) . . . .. . . . ......... . ... 6. 50 

エンテデρユ一ロレ一サ一 (シツ卜夕ダ‘ψ、ウン夕イフプ。) (セカ方、
Enduro Racer (Si比tDown Type) (βSega討) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 . 50 

3 

5 

4 

5 

サラマンダ (コナミ)
Slap Fiqht (Taito)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・…....6.60

お雀子ク ラブ(ビデオシステム)
Ojar可|くoClub後 (Video System) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.44

2 

5 

4 

5 

9 

8 

4 

。
@ 

8 

ラッシュ&クラッシュ(カプコン)
Rush & Crash (Capcom)…・・・・・.. . . • • • . . . . . . • • . . . . . . . . • . . . . . . . 6 . 08 

ガルディア(セ方、社)
Gardia (Sega) ......・・…ー・…ー・・・・・・・…・…・・・・・・・・…・・・…'6.00

ハレーズ ・コメット(タイ トー)
Halley's Comet (Taito)・・…ー・・・・・・・・・・……・・・・・・・…・…・・・・・5.91

7 

@ 

@ 

8 

パギーボーイ(辰巳電子)
Buggy Boy (Tatsumi) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.43

10 。メジャー リーグ(セ庁、社)
Major League (Sega) ・・・・・・・・・・・・一...・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.90

6 9 

.'. R F-2 (コナミ/ナムコ)
iくonamiGT (1くonami/トJamco)・・・・・・・・・・・・・・・一.. . .……一..一5.25

17 ⑪ 
カロリー くんVSモグラニアン(セ方、社)
Calorie Kun VS Moguranian持 勢 (Sega) .・ー・・・・・・・…・・・…'5.67⑪ 

サン夕、ーセプター (ナムコ)
Thunder Ceptor (Namco) ・・一.. . . . . . . . • . . . . .…. .・.. . .……'5.20 

7 1 1 
ワーノレドカップ(テクモ)
World Cup (Tecmoト・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 58 

8 11 

T X-l (辰巳電子)
TXー1(Tatsumi) ・・・・・・・・・・・・・・………・・・.. . .…・・……一.....5.20

12 ⑪ 
スーパーオセロ(フジワラ)
Super Othello (Fujiwara).................，...... ...............5.45 17 @ 

N.Y.キャプター(タイ トー)
N . Y. Captor (Taito)ー….. . . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . . . . . . . . . .……・・5.0014 @ 

怒(いかり) (エス ・エヌ ・ケイ)
IKARI (SNK)......................................................5.42 14 @ 

ポールポジションII (ナムコ)
Pole Position II (Namco) ・・………ー・・・・・・・・・・…一.......4.89 

11 14 
リアル麻雀 牌牌(アjレパ)
Real Mahjong長 (Alba) ・・・…・・・・・・・・・・……・・・・・・・・・………・・5.38

12 14 

GPワ一ルド (セカ力、
GP World (βSe勾ga討).一.. . . .一….….. 一.. . . . .….一.. . . .….一.. . . . . . . . • . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 3幻3 

@ 
サイ ドポケッ ト (データイースト)
Side Pocket (Data East) ・・・・・・・・・………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.36

11 15 

点、棒で

⑨牌、卓共に立体画像に変わり実践麻雀

の醍醐昧倍増/

⑨花牌を用いて和がれば得点ガ倍に増え

るチャンス/

⑨3人のギャルの他に⑩ギャルを導入。

⑨和ガればギャルの衣裳ガ脱がされ四連

荘からセクシーな動作を行ないます。

⑨キャンセル・ラストチャンス・花牌ラツ

シユ・チョンボ・オーブンリーチ付き。

⑨流局時テンパイしていればジャンケン

ゲームガ可能です。

⑨得点は画面ガスクロールして、

配当を行芯います。

(FLlPPERS) 
。

ツハーフリ

ピック ・イベントゴルフ(タイト ー)
Big Event Golf (Taito) ・・・・・・・・・・・…・・・・…・・・・・・・・・・・・・一.. . . . .5. 36 

クリスタルギャル(日本物産)
Crystal Gal* (Nichibutsu)・・・・・一.. . . . . . . . • . . . . . • . . • . . . . . . .…"'5.33 

15 

13 

16 

17 

• .， グラ ンドリザー ド(ウィリアムズ)
Grand Lizard (Williams)・…・….. . . .…. . . . . . • . . .…...・H ・"'7.20

ハイスピー ド(ウィリアムズ)
High Speed (Williams)…・・・・………一.. . . . . • . . . . . . . . . . . . . . . . 6 . 33 

レィブン(プリ ミア)
Raven (Premier) .…・一一・……一.. . . . . .……・・….. . . . . . .一一5.50

1 

2 

3 

2 

3 

エンパイアシティ 1 9 3 1 (タイ トー)
Empire City 1931 (Taito)…. . . . . . . . . . . . • . . . . . . • . . . . . . . .・-…..5.29

グラテ、イ ウス (コナミ)
Gradius [Nemesisl (1くonami)・・・…ー・・…・・・・・・・・・・・・…・・・・・5.17

パステルギャル(日本物産)
Pastel Gal倭 (Nichibutsu)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.10

19 

10 

22 

@ 

19 

20 

スペースシャトル(ウ ィリアムズ)
Space Shuttle (Williams)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.00

6 。アルゴスの戦士(テクモ)
Rygar (Tecmo)・・・・・・・・・・・・一.. . . . . .・.. . . . .…・・・・…・・・・・….....4.94

16 21 

コメット(ウィリ アムズ)
Comet (¥八lilliams)・…・・・・・・….. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • 4 • 86 5 5 1 9 4 2 (カプコン)

1 942 (Capcom) ・・ー…・・・・…一.. . . . . . . . • . . . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . 4 . 93 27 @ 

ピンボールアクション(テ クモ)
Pinboll Action (Tecmo)・・….. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . . . . . . • • . 4 . 92 21 23 

本 社 大阪市北区天淘僑1T包 1 2~書9号 干530 1i(06)353-5211(代)FAX(06)356-1531 
東 京 寧務所 東京都φ央区白草縫~fìI町1JEl5語12雪ヤシマ日本縫ピル 合(03) 664-5271 (代〉 〒103
(株)ニチブツ札幌 め幌市豊平区ゅの!il1条7TEl1-1~王もなみマンション 1ï(011 )824-2571 (代〉 干062

白旗物産輸式会祖 忠に江成課誤認?ZR需品;J;zftzr:λ2協議忠弘)誠

• • 

調査ご協力底

ルナバ-1(東京 ・新宿)、ロサ ・ゲームランド (東京 ・池袋)、ジ ョイラン ド河原町 (京都 凶条河原町)、

タイトースペシャ Jレ(大阪 ・機関)=胸タイト ー ; .J&B(東京 ・神田)、UFO (東京 ・鴬谷)、セガ

センター ・ニュー光 (大阪 ・心務係)、モンテカルロ立命 (京都 ・北区)、カーニバルプラザ (来京 ・新

f首)=附セガ ・エンタープライゼス， プレインテ ィキャロ y ト新総応(東京 ・新総)、プレイシティキ

ャロ y ト新宿庖 (東京 ・新宿)、なん11シティビッグキャロ ット (大阪 ・縦波)=(紛ナムコ i アメニテ

ィパーク ・リノ千日前庖 (大阪 ・子 自前)=(紛アポロ， ゲームコーナ」・ プルプル (北海道 ・札幌)= 

須貝興行1的; ワー1レドゲーム ・ミヤコ {東京 ・新宿)=鮒東京キャビオート; ファンシティ水道総l苫

(東京 ・水道俄)=テクモ(鉛; 名鉄レジャ ック (名古座 ・車Rwl)=(附水野閥会 ; ビデオイン ・7 ツヤ

(京都 ・今出川)=側問問商会; 玉造ゲームセンター(大阪 ・ 玉造) =ω楽典~ ; ボウルタカハシ・

ゲームセンター {大阪 ・阿倍野)=側大阪サービスゲームス; ウエスタン束花悶(;大阪 ・東大阪)=(総

エス ・エヌ ・ケイ， ビデオイン ・キャ yス)1.'(小倉 ・!駅前)=附太平会館 ; ゲームイン U8 A (東京

.a町'>=側東京マルサン， プレイラン ド08北庖 (大阪 ・機関)干関西カクタス側。

アテナ (エス・ エヌ ・ケイ)
Athena's Wonder Land (SNK) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.88

ワンダーボーイ (セガ社)
Wonder Boy (Sega)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・・…......4.78

9 

25 

24 

25 

**Unnamed Games in English 

鵠査ロケーションの設置機種を売上げと人気度から見たランク付けで、各オベレーターの判断

によるデータを集計、その平均値を示したもの。数字の意味は10:これ以上ない爆発的な人気
と売上げ、 9・すばらしい人気と売上げ、8 大変いい人気と売上げ、7・いい人気と売上げ、

6 :まあいい人気と売上げ、5:平均的なもの、 4 平均以下(以下省略)

• The T raditional Japanese Games 

評価

(RATING) 
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from prosecution to public trial. That 
is the case with six accused (includ-
ing Haruo Inoue， president of Falcon) 
who are being put to public trial at 
Osaka district court for the alleged 
manufacture and sales of unauthorized 
copied pc boards of Nintendo's“Don-
key Kong Jr.". The public trial at 
Osaka district court will finally be 

examined within this year， and judg-
ment will be passed (guilty， of course) 
by the spring of 1987. Japanese 
copiers are frightened of those crimi-
nal dispositions， and unauthorized 
copies are gradually disappearing. It， 
however， is said that they， copiers， will 
surely commit another form of crime. 

8 Video Game Copiers Fined 

As Japan's 1st Criminal Punishment 
Concerning the case in which 23 

suspects， including Trans World Trad-
ing Co_， had been exposed by Saitama 
Prefectural Police Office and sent to 
the Saitama district public prosecutors 
office between August and October 
1983， on suspicion of unauthorized 
manufacture and sales of video game 
“Gyruss" of Konami Industry Co.， 
Ltd. of Osaka and video game 
“Q*bert" of D. Gottlieb & CO. of IL.， 
U.S.A.， in the form of pc board， 
Urawa Summary Court has recently 
sentenced eight of them to 200，000 to 
150，000 yen of fine on the alleged in-
fringement upon the Copyright Act. 
Responding to the sentence， al1 of 
them paid the fine， bringing to an end 
the criminal punishment concerning 
the case. This case was epoch-making 
in that (1) upon recognizing the said 
video games to be audio-visual works， 
the copiers had been prosecuted as 
they violated their copyrights， and 
(2) those who manufactured and sold 
the unauthorized copies of video 
games， have been subjected to J apan's 
first criminal punishment. 

An outline (even an outline is 
lengthy， but inevitable) of the case is 
as follows. In November 1982， D. 
Gottlieb & Co. unveiled its video game 
“Q*bert" at the AMOA Expo '82 held 
in Chicago. Konami Industry， acqu江ー

ing the exclusive rights to sell it in 
Japan， commenced its sales in Japan 
from February 1983_ However， since 
its unauthorized copies appeared on 
the market in March， a lawyer of Gott-
lieb resident in Japan began to take 
legal steps. Meanwhile， unauthorized 
copies of video game“Gyruss" devel-
oped by Konami Industry and put on 
the market in June， also appeared on 
the market almost simultaneously with 
it. As a result， Konami Industry (Gott-
lieb entrusted to Konami) made a 
criminal accusation on July 13， 1983， 
in the name o.f the two companies. 

Receiving the accusation， Saitama 
Prefectural Police Office comrnenced 
private inquiries， and proceeded to ex・
posure， expecting that there were orga-
nized criminals behind those copiers. 
On August 26， as the first step， an em-
ployee of Trans World Trading Co. 
(TWT) and one ofWilderness Co. were 
arrested， and seized many copied 
pc boards by combing TWT's factory， 
etc. Then， on September 3， the police 
arrested Hidetaka Kasai， president of 
TWT， and Takumi Uchishiro， an em-
ployee of TWT， Takeaki Sugawara， 
president of Wilderness， and Masa-

operators and distributors at about 
half prices of original pc boards. 
They seem to have exported large 
quantities of copied pc boards， but 
they were not referred to in the indict-
ment. 

。Nearlythree years have passed from 
the exposure of those copiers ti1l the 
current sumrnary judgments (which 
have been passed one after the other 
between the end of June and the end 
of July， this year， and each date re-
mains unknown to us). In the mean-
time， D. Gott!ieb & Co. changed its 
name to Mylstar Electronics， Inc. in 
July 1983， then it has lost its name 
Mylstar. In these circumstances， in 
Japan， Konami Industry has contin-
ued the legal procedure through its 
lawyer. Since the judgments have 
been passed in sumrnary， the “rea-
sons for judgement" have not been 

shown. However， since all the accused 
have pleaded guilty to copyright in-
fringement， it should be overlooked. 
It is likely that the prosecution has 
taken long time before the judgment， 
because they have suffered much from 
how to treat the -copyrights of video 
games. Meanwhile in civil cases， a 
judicial precedent appeared (Septem-
ber 28， 1984， Namco vs. Suishin， at 
Tokyo district court) in which video 
game was recognized as audiovisual 
works， as with movie films. Perhaps， 
the prosecution has taken much time 
to conclude that the idea shown in the 
judicial precedent above was most 

adequate. 
Although there are other cases of 

unauthorized copies of video games 
that are developing into criminal cases， 
there is only one that is proceeding 

nobu Hirano， its employee， and search-
ed their houses， etc.， with a view of 
locating the copy route. In this pro-
cess， a number of copy factories were 
found out， and eight suspects at eight 
companies， including Shigeru Nari-
kawa of Micro Device Co.， were exam-
ined. Thus， on October 15， a total of 
23 suspects， including companies， were 
sent to Urawa district public prosecu・
tors office (when all those arrested 
were released under disposition reser-

vation 
Since t出ha幻tt卸1潟e，mor閃ethan two 

years and a half have passed， during 
those yearおs，Urawa district public pros-
ecutors office has continued to confer 
with Tokyo high public prosecutors 
office and Supreme Public Prosecutors 
Office. As a result， they judged that 
“Video game belongs to audiovisual 
works just like movie pictures"， and 
made up their mind to subject each of 
the suspects to criminal disposition 
under summary justice with which a 
public trial is omitted. Thus， from 
June till Au忽1St，the accused had been 
prosecuted one by one. Since， in 
Japan， a criminal trial is such that less 
than 200，000 yen must be fined under 
summary justice (any infringement 
upon the Copyright Act is sentenced 
to less than two years' imprisonment 
andjor 1，000，000 yen of fine)， they 
decided to quicken the criminal pun-
ishment with a less than 200，000 yen 
of fine. Since each accused has already 
served the sentence (that is， he has 
given up all rights to appeal)， the case 
was disposed of very simply. 

An outline of facts supporting the 
prosecution and the contents of sen-
tences according to the summary jus. 

tice are as follows. 
In conspiracy with Uchishiro， Trans 

World Trading Co. and its president 
Hidetaka Kasai sold unauthorized 
coipes of “Gyruss" and “Q*bert" to 
company M in Tokyo = both accused 
fined 200，000 yen. Takumi Uchishiro， 
in conspiracy with Kasai， similarly 
sold unauthorized copies = fined 
150，000 yen. Shigeru Narikawa copied 
“Gyruss" without any permission， and 
sold to Kasai of TWT = fined 200，OCO 
yen. 

Of the four defendants -Wilder-
ness Co.， its president Takeaki Suga-
wara， its employees Masanobu Hirano 

and Shigeru Hasebe， three accused， 
in conspiracy with H of company H in 
Tokyo and several others， sold un-
authorized copies of “Gyruss" to 
13 persons of 13 companies in To-
kyo， including company E = the com-
pany and Sugawara fined 200，000 yen， 
and Hirano and Hasebe fined 150，000 
yen. 

The value of copied pc boards 
identified by those criminal facts ex-
ceeds 30 million yen in terms of sales. 
According to the investigations， they 
had sold their copied pc boards to 

• • 
Konami Enjoys 

Its New Bldg. 

Konami Industry Co.， Ltd. has re-
cently completed construction of 
“Konami Soft R&D Building" on the 
artificial land “Port Island" in Kobe， 
and on August 22 held a party to an-
nounce the opening by inviting about 
600 persons concerned. The new 
building is ten-storied， and mainly oc-
cupied by the video game soft develop-
ment department. The head office， 
which was situated in Umeda， Osaka， 
also moved to it. 
With the completion of the new head 

office building， Konami CO. (sales divi-
sion of Konami Industry's products) 
has moved almost simultaneously. The 
new address of those is as follows: 

Konami Industry Co.， Ltd.， 3・2，7¥
chome; Minatoj討la-Nakamachi，
Chuo・ku，Kobe 650; phone 078-303-
2500/1234;f:以 078-303-2456.

Konami Co.， Ltd.， 25， 3・chome，
Kanda-Jinbocho， Chiyoda・ku，Tokyo 
101; phone 03-264・5678;fax 03-
261-6211 

. -

TRADITIONAL MANUFACTURER OF KIDDIE TRAINS 

WELL KNOWN ALL OVER THE WORLD_ 

.1- ，、 HI 進歩は、いっち朝日から...
AMUSEMENT MACHINE 

-空や陸から行手を遮る数々の敵を蹴ち
らしクレイジーコンビュータ一 、ダー
クが を破壊するのが君達の使命だ。

・地上のドームに隠されたPOWを集め
て戦いを育利に展開しよう。ただし気
を付けないと巨大人画像lこ吸い込まれ

大き怠危険に遭遇するぞ//

-人類が異星人のもたらしだ巨大コンビ
ユータ一、ダークグによって、古代文明

から超未来文明へと変革を遂げようと
していた時、突如として、ダークグが狂

いだしだ。人々は次々と殺され、人類
は正に滅亡の危機に瀕した
それを悲しんだ軍神戸レスは2人の若
者に愛と勇気の翼を与え人類の未来を
託した。
もう時聞はない。、ダークグを破壊する

のだ/
飛び立て伝説の戦士たち11

600mmga叫geLocomotωe "999" 

exportedωPeople 's Republic of Chi叫.

Manufacturing kiddie trains with 250mm， 350mm， 450mm and 
600mm gauge rails-mini trains to big department stores or 
shopping centres_ Planning and drawing layout avai!able upon 
request. Please contact us without hesitation. 

。

大阪市東区内本町1丁目41番地

(リンサンピル)

TEL (06)946-6623附
東京都渋谷区広尾l丁 目3-18

広尾オフィスビル10F

TEL (03)440-4801附

株式会社
Editor: Masumi Akagi 

Amusement Press， Inc_ 
9-16， Kamiyamacho， Kita-ku， 

Osaka， 530 Japan 

@ 1986 Amusement Press， Inc. 
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EXPORT DIVISION 

TEL 06-202-2633 
FAXTEL 06・202-2695
TELEX J64061 SORTEJP 

1387.2 TANNOWA MISAKトCHOSENNAN・GUNOSAKA 
JAPAN fi07249-4-0783・3063FAXTEl07249-4・2195
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